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６月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　５月 15日、白いバイカモの花が川一面に咲き誇る栃谷の田君川で、浜坂南小学校と浜坂西小
学校の３年生 24人による交流授業が行われました。この日は、田君川バイカモ保存会の小谷正
和会長を招いて、バイカモの生態などについて学習しました。
　授業では小谷会長から、きれいな冷たい水の中で育つバイカモの特徴などについて説明があ
り、その後、川の中に入って、バイカモを踏まないよう注意しながら箱メガネなどを使い、バ
イカモやその周辺にすむ生き物を観察しました。また、バイカモがよりよく育つよう、２校の
児童が協力して草の抜き取り作業を行うなど、自然の中で仲よく元気に学習しました。



2広報しんおんせん（6月号）

町政のうごきから

　

町
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に
「
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
」

を
策
定
し
、「
健
康
長
寿
実
現
の
町
」
を
め
ざ
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
に
か
け
て
、
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
住
民
で
組
織
す
る
「
健

康
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
計
画
の
評
価
・
見
直

し
を
行
い
、
本
年
３
月
に
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
５
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
健
康
し
ん
お
ん
せ
ん
21
」
新
温
泉
町
健
康
増

進
計
画
（
後
期
）・
食
育
推
進
計
画
（
後
期
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
背
景

　

健
康
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
一
方

で
、
急
激
な
過
疎
化
の
進
行
、
少
子
高

齢
化
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
の
増
加
、

生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
将
来
の
健
康

や
医
療
・
介
護
の
問
題
が
、町
民
に
と
っ

て
大
き
な
不
安
材
料
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
家
庭
・
地
域
社
会
に
お

け
る
関
係
の
希
薄
化
や
社
会
・
経
済
構

造
の
変
化
等
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
や
心
の

病
気
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
食
」
に
つ
い
て
も
、
栄
養
の
偏
り
、

不
規
則
な
食
事
や
む
し
歯
、
歯
周
病
、

肥
満
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
等
の
問
題

が
生
じ
て
い
ま
す
。

本
町
の
疾
病
と
死
因
の
状
況

◇
疾
病
の
状
況
◇

　

国
保
の
平
成
24
年
５
月
診
療
分
の
年

齢
階
層
別
疾
病
状
況
で
は
、
45
歳
以
上

で
は
「
高
血
圧
性
疾
患
」
が
上
位
を
占

め
、
50
歳
以
降
で
は
糖
尿
病
が
3
位
～

4
位
と
な
っ
て
お
り
、
生
活
習
慣
病
に

よ
る
治
療
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
気
分
［
感
情
］
障
害
や
統
合

失
調
症
な
ど
の
精
神
疾
患
に
よ
る
治
療

が
30
代
、40
代
で
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
死
因
別
の
死
亡
状
況
◇

　

平
成
23
年
の
本
町
の
死
因
を
見
る

と
、
日
本
の
三
大
死
因
で
あ
る
悪
性
新

生
物
（
が
ん
）、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾

患
が
１
～
３
位
で
、
こ
の
３
つ
の
死
因

が
全
体
の
55
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

悪
性
新
生
物
を
部
位
別
に
み
る
と
、

肺
が
ん
が
１
位
、
大
腸
が
ん
が
２
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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生
涯
現
役
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る「
健
康
長
寿
実
現
の
町
」を
め
ざ
し

健
康
し
ん
お
ん
せ
ん
21 

「
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト

悪性新生物,  
65人, 28.4% 

心疾患, 
 32人, 14% 

脳血管 
疾患, 

 30人, 13.1% 
肺炎,  

18人, 7.9% 

不慮の事故, 
 15人, 6.5% 

その他,  
69人, 30.1% 

1位 2位 3位 4位 5位

３０～３４歳

歯 肉 炎 及 び 歯
周疾患

皮 膚 炎 及 び 湿
疹

屈 折 及 び 調 節
の障害

そ の 他 の 急 性
上気道感染症 気 分［感 情］障

害（躁うつ病を含む）３５～３９歳
統 合 失 調 症 な
ど

屈 折 及 び 調 節
の障害

４０～４４歳 気 分［感 情］障
害（躁うつ病を含む）

屈 折 及 び 調 節
の障害

４５～４９歳

高血圧性疾患

皮 膚 炎 及 び 湿
疹

統 合 失 調 症 な
ど

そ の 他 の 内 分
泌等の疾患

５０～５４歳
糖尿病 そ の 他 の 内 分

泌等の疾患

皮 膚 炎 及 び 湿
疹

５５～５９歳
屈 折 及 び 調 節
の障害６０～６４歳 高血圧性疾患 歯 肉 炎 及 び 歯

周疾患
そ の 他 の 内 分
泌等の疾患 糖尿病

30 歳～ 64 歳の年齢階層別疾病状況（国保）

資料：兵庫県国民健康保険団体連合会（平成 24 年 5 月診療分）資料：兵庫県厚生統計

平成 23 年死因別の死亡状況
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町政のうごきから

◇健康増進計画◇

　「生活習慣病予防の確立」を重点目標に次の健康づくりの考
え方を、個人、家庭や地域、行政が一体となって進めます。
①町民一人ひとりが生涯を通じた
　　　　　　　　　　　　健康づくりに取り組みましょう
　健康的な生活習慣のあり方について理解し、毎日の生活の中
で実践していき、健康に対する自己評価ができることが必要で
す。
②健康づくりを進めやすい生活環境をまち全体で作りましょう
　個人・家庭や地域・職域、関係団体、行政・教育機関等が連
携して健康づくりに取り組みましょう。
③生活習慣病の発症予防と重症化予防に取り組みましょう
　高血圧、心臓病、糖尿病などの生活習慣病の多くは、内臓脂
肪型肥満（メタボリックシンドローム）が原因となっているこ
とから、適度な運動、バランスのとれた食生活、禁煙の実践な
ど「一次予防」に重点を置き、さらに、内臓脂肪型肥満に着目
した健康診査の受診や保健指導をすすんで受け、重症化を予防
しましょう。

◇食育推進計画◇

　「命の源である食育の実践」を重点
目標に次の３つの柱の取組を進めま
す。
①「食」を選ぶ力と実践力の習得
　歯及び口腔の健康づくりに関する知
識の習得、食品表示や添加物確認の実
践　など
②家庭における共食を通じた
　　　　　　　　　　　食育の推進
　家庭の食卓で親子間・世代間のコ
ミュニケーションの推進、郷土料理や
食文化を次世代へ継承　など
③食に関する体験活動と食育の実践
　農業体験等の体験型食育の推進、家
庭・学校・園・地域・行政が食の問題
意識を共有して連携協力を図りながら
食育を推進　など

※健康増進計画における「栄養・食
生活」、「身体活動・運動」、「休養・
こころの健康づくり」、「たばこ」、
「アルコール」、「口・歯の健康」、「生
活習慣病」の７つ領域と食育推進
計画には、具体的な数値目標とラ
イフステージごとの取組内容を掲
げています。
※計画の詳細は、町ホームページか、
健康福祉課または温泉総合支所地
域振興課でご覧になれます。また、
５月 23 日に全戸配布した本計画
の「概要版」に主な取組内容を記
載しています。

－問合せ－
健康福祉課　健康推進係（すこやか～に内）　℡ 99-2940

※ 2ページ上側の写真は、6月 5日開催のとちのみ学園健康講座。３Ｂ体操などを楽しく学び、会場は笑顔に包まれていました。

＜計画の概要＞

（基本理念）生涯現役で安心して暮らせる『健康長寿実現の町』をめざす

健康増進計画

　　　　身体活動・運動

休養・こころの健康づくり

　　　　たばこ

　　　アルコール

　　口・歯の健康

　　　　　生活習慣病

　食を選ぶ力

　家庭における共食

食の体験と実践

食育推進計画

栄養・食生活
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＊ 新温泉町の現状

広報しんおんせん（6月号）

H25（2013）.6.13

町政のうごきから

　昨年までこの期間は「歯の衛生週間」でしたが、歯
のみでなく口とその周囲等への健康を増進していくこ
とを目的とするため、名称が「歯と口の健康週間」に
変わりました。
　歯や口の健康は、健康に生きる力を支えています。
むし歯や歯周病などにかかると、心臓病や糖尿病など
さまざまな全身の病気や低体重児出産などの影響があ
ることが分かってきました。歯や口の病気を予防し、
健康に保持することが大切です。

①歯周病などと診断された経験

②１日の歯磨き回数

③歯間ブラシや糸ようじの使用

④定期的な歯科健診の回数

　健康は　食から　歯から　元気から
＊　６月４日～ 10日は 「歯と口の健康週間」 です　＊

乳幼児期（むし歯有病率） 学齢期（寝る前の仕上げ磨き）

成人期

※学齢期のグラフは、小学生・幼児を持つ保護者を対象にアンケートをした結果
※成人期のグラフは、25歳以上の町民 800 人を対象にアンケートをした結果

ある, 38.8% ない, 59.8% 
無回答, 1.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２回, 49.9% １回, 24.0% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他,0.7% 数日に１回,2.5% ３回以上,21.9% 無回答,1.0% 

使用中, 44.3% 未使用, 54.3% 
無回答, 1.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年２回以上,15.9% 年１回,16.4% その他,3.5% 無回答,1.8% 

受診しない,62.4% 

１歳半から３歳、５歳の段階で、むし歯
が急増しています。歯みがきの習慣化と
仕上げ磨きの実践、規則正しい生活習慣
の確立が大切です。

保護者の仕上げ磨きは、幼児は毎日実施の割合が高く、年
齢が上がるにつれ、していない割合が増加しています。
小学生は、歯磨きが上手くできない場合もあります。でき
るだけ、保護者が仕上げ磨きをしてあげましょう。

一般的な歯科健診は、口の中の状態にもよりますが、３～４か月に１回と言われています。年に２～３回の
受診が口の健康を維持するために必要です。かかりつけ歯科医院をもち、定期的な健診を受けましょう。

歯周病や歯槽膿漏と診断された
経験がある人は 40％近くいます。

２回の方が多い反面、１日１回
や数日に１回という方もいます。

半数近くの方が歯ブラシ以外の
補助具を使っています。

年に１回以上実施している方は
約 30％います。

2.0% 

25.4% 

73.0% 

0% 20% 40% 60% 80%

１歳半 

３歳児 

５歳 

67.5% 

42.7% 

34.2% 

39.5% 

27.9% 

31.3% 

32.5% 

21.0% 

4.6% 
26.0% 

33.3% 

39.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼児 

小低学年 

小中学年 

小高学年 毎日実施 

時々実施 

していない 

▲歯のブラッシング指導を受ける浜坂認定こども園の園児
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町政のうごきから

妊婦歯科健診の助成をしています
妊娠期には、ホルモンバランスの変化やつわりに
よる歯みがき不足などで、むし歯になりやすい状
態となります。歯・口の健康が赤ちゃんに影響す
ることから、４月１日以降に妊娠届をされた妊婦
に、妊婦歯科健診費を助成しています。

❖むし歯とは…　大人の口移しなどで虫歯菌が赤ちゃんに感染します
むし歯は感染症で、主な要因はミュータンス菌 ( いわゆる虫歯菌 ) です。この菌は、生まれたての赤ちゃんの
口の中には存在せず、後天的に感染するものです。例えば、大人が口移しで物を食べさせたり、同じスプー
ンを使用したりすると、唾液を通じて感染し、そのまま子どもの口腔内に棲みついてしまいます。

❖歯周病とは…　二大危険要因は、たばこと糖尿病です
歯周病は、歯を支える骨が溶けてしまう病気です。昔は「歯

し

槽
そう

膿
のう

漏
ろう

」と呼ばれることが多かったのですが、
正式には「歯周病」という呼び方をします。歯周病の二大危険要因は、たばこと糖尿病です。痛みなどの自
覚症状がほとんどないため、気が付いた時にはすでに手遅れになっていることが多いのが、歯周病の最も恐
ろしいところです。最近は、小学生にも歯周病の前症状である歯肉の異常が増えてきています。

❖歯周病の影響…　全身に影響を及ぼすことがわかってきました
これまで、歯周病は口の中だけで問題を起こす病気と考えられてきました。しかし最近、歯周病は口の中だ
けではなく、全身に影響を及ぼすことがわかってきました。歯周病にかかると歯の周囲の細菌の数が増え、
その細菌が炎症を引き起こす物質を生み出します。
現在、可能性があると考えられている全身の病気には、動脈硬化などの血管系の病気、心臓病、肺炎などの
呼吸器疾患、早期低体重児出産、そして糖尿病が挙げられています。町の死亡死因でも、肺炎は、平成 22 年
が３位、平成 23 年が４位となっており、無関係ではありません。

　「80 歳になっても自分自身の歯を 20 本以上保つ事を目標に、若いうちから歯や歯ぐきの健康づくり
を進めよう」という運動です。歯が 20 本以上あると、年をとってからもおいしく食べられます。自
分の歯をなるべく残すためには、むし歯をつくらないことと、歯周病にかからないことが
大切です。歯が抜ける原因は、60％がむし歯で、残りの 40％が歯周病によるものです。
　一生、健康な歯で過ごし、健康長寿を目指すためには、妊産婦からの歯・口の健康を維
持してこそ達成できます！口の健康にも注目してみましょう。

「８
はち

０
まる

２
にい

０
まる

運動」で、歯と口の健康づくりを進めましょう！

＊ 歯と口の健康のために次のことに取り組んでいます

＊ ご存知ですか？　むし歯と歯周病について

歯周疾患健診を無料で実施しています
町ぐるみ健診日（土日以外）に、歯科医と歯科衛
生士による歯周疾患健診を無料で実施しています。
この機会に、歯と口をチェックしましょう。

幼児の健診時にフッ素塗布（希望者）を
実施しています

１歳６か月～３歳７か月の幼児に、健診時フッ素
塗布を希望で実施しています。定期的に繰り返し
塗布することで歯質を強くし、むし歯にな
りにくくします。しかし、フッ素塗布だけ
ではなく、日常の歯みがきや仕上げ磨き、
規則正しい食生活を守ることが大事です。

「歯っぴー賞」の表彰をしています
昨年度の３歳児歯科健診時にむし歯がなかった幼
児95人に、今年も「歯っぴー賞」を表彰しました。
母子推進員だより６月号と併せて配布しています。

歯ブラシによる子どもの事故に注意を
歯ブラシを口に入れたまま転倒すると、ブラシが
あごや頬に突き刺さる等の重大な事故につながり
ます。歯ブラシ事故の大半は１・２歳児で、歯磨
き中の転倒が３分の２を占めます（東京消防庁の
調査より）。決して親の目の届かないところで歯ブ
ラシを持たせて遊ばせないようにしましょう。

－問合せ－　健康福祉課　健康推進係（すこやか～に内）　℡ 99-2940
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新
温
泉
町
国
民
健
康
保
険
八
田
診
療
所
か
ら
お
知
ら
せ

所
長
に
五
嶋
医
師
が
就
任

　

６
月
１
日
付
け
で
公
立
八
鹿
病
院
か

ら
の
派
遣
医
師
と
し
て
、
国
民
健
康
保

険
八
田
診
療
所
長
に
五ご

嶋と
う

良り
ょ
う

吉き
ち

医
師

が
就
任
し
ま
し
た
。
五
嶋
所
長
は
、
公

立
浜
坂
病
院
の
麻
酔
科
外
来
も
週
１
日

（
木
曜
日
）
担
当
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
八
田
診
療
所
に
着
任
し
た

五
嶋
良
吉
で
す
。
熊
本
県
出
身
で
、
最

初
は
数
学
を
専
攻
し
、
電
算
機
会
社
に

勤
務
の
後
、
故
あ
っ
て
医
学
部
に
再
入

学
、
30
年
余
り
こ
の
仕
事
を
し
て
き
ま

し
た
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
留
学
な
ど
、
楽

し
い
想
い
出
で
す
。

　

趣
味
は
、
学
生
時
代
に
岩
登
り
、
そ

の
後
は
、
天
体
写
真
、
旅
行
、
料
理
、

映
画
鑑
賞
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
す
。

　

浜
坂
で
生
活
し
ま
す
が
、
週
末
は
八

鹿
病
院
勤
務
で
す
。
健
康
上
の
困
っ
た

事
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
６
月
か
ら
照
来
診
療
所
の
診
療
日

は
、
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ

　

健
康
福
祉
課　

国
保
医
療
係

　

℡
82
‐
５
６
２
0

診
療
日
が　
　
　
　
　
　

　
　

変
更
に
な
り
ま
し
た

　

五
嶋
所
長
就
任
に
伴
い
、
６
月
か
ら

八
田
診
療
所
と
岸
田
出
張
診
療
所
の
診

療
日
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

曜日 午前 午後

火
曜
日

第１週

（八診）8：30 ～
　　　　　12：00

（岸診）13：00 ～
　　　　　15：30

第２週 （八診）13：30 ～
　　　　　15：30

第３週 （岸診）13：00 ～
　　　　　15：30

第４週
第５週

（八診）13：30 ～
　　　　　15：30

水曜日 （八診）13：30 ～
　　　　　16：30

五嶋良吉医師

※（八診）：八田診療所、（岸診）：岸田出張診療所

　平成 25 年度の総合健康診査の日程です。日にちと場所に注意して、受診してください。受診票をお
届けした方には、健診の待ち時間を少なくするために、日時指定制としていますので、ご了承ください。
　指定された日時の都合が悪い方は、「保健福祉センターすこやか～に」へ早めに連絡してください。

総合健診日程 会　場 受付時間 健診の種類
……６月 26 日（水）

…浜坂多目的

　……集会施設
８：00～

　11：30

特定基本健診
肺がん結核検診…
胃がん検診…
大腸がん検診…
肝炎ウイルス検診…
前立腺がん検診…
腹部超音波検診…
歯周疾患検診（土日以外）
骨粗鬆症検診

……６月 27日（木）
……６月 28日（金）
……６月 30日（日）
……７月……１日（月）
……７月……５日（金）

夢ホール
……７月……６日（土）
……７月……９日（火）
……７月 10日（水）

検診名 節目年齢 生　年　月　日 料金

大腸がん
肝炎ウイルス

40歳 昭和 47年４月２日～昭和 48年４月１日

無料

45 歳 昭和 42年４月２日～昭和 43年４月１日
50歳 昭和 37年４月２日～昭和 38年４月１日
55歳 昭和 32年４月２日～昭和 33年４月１日
60歳 昭和 27年４月２日～昭和 28年４月１日

肝炎ウイルス 65歳 昭和 22年４月２日～昭和 23年４月１日
70歳 昭和 17年４月２日～昭和 18年４月１日

★大腸がん検診は事前に連絡が必要。そ
の他の検診は当日受付可（朝食を食べ
ずに受診してください。）
★肝炎ウイルス検診・大腸がん検診は、
40歳以上の方が対象。肝炎ウイルス検
診は、過去に肝炎ウイルスの検査や肝
炎ウイルス検診を受けた方は対象外
★前立腺がん検診は、血液検査で 50歳以
上の男性が対象
★骨粗鬆症検診は、女性の方が対象

●右の表の節目年齢に該当の方の検
診名に記載の検診は無料です。

　この機会に検診を受けましょう。

－問合せ－
健康福祉課　健康推進係
　（すこやか～に内）
　℡ 99-2940

平成25年度　総合健診日程のお知らせ
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山陰海岸国立公園は
　　　　　　今年で指定 50周年

国
立
公
園
と
は

　

日
本
を
代
表
す
る
す
ぐ
れ
た
自
然
の
風

景
地
を
保
護
す
る
た
め
に
開
発
等
を
制
限

し
、
風
景
の
鑑
賞
な
ど
の
自
然
を
親
し
む

利
用
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
自
然
保
護
法

に
基
づ
き
国
の
指
定
を
受
け
て
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。

山
陰
海
岸
国
立
公
園

　

昭
和
38
年
７
月
15
日
に
指
定
を
受
け
ま

し
た
。
京
都
府
の
奥
丹
後
半
島
基
部
の
網

野
海
岸
か
ら
鳥
取
県
の
鳥
取
砂
丘
ま
で
３

府
県
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、延
長
約
75
㎞
、

総
面
積
約
88
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

但
馬
御
火
浦
海
岸
な
ど
に
見
ら
れ
る
海

蝕
岩
、
洞
門
、
岩
礁
な
ど
の
岩
蝕
地
形
で
、

湾
と
岬
が
入
り
組
ん
だ
変
化
に
富
む
海
岸

線
と
力
強
い
岩
の
造
形
に
特
徴
が
あ
り
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
海
岸
美
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　

山
陰
海
岸
国
立
公
園
を
中
心
と
す
る
京

都
府
の
経
ヶ
岬
か
ら
鳥
取
県
の
白
兎
海
岸

ま
で
の
東
西
約
１
１
０
㎞
、
南
北
最
大
30

㎞
に
及
ぶ
エ
リ
ア
は
、
平
成
22
年
10
月
に

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
加
盟
認
定
さ
れ
、
自

然
を
保
護
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
や
地

域
の
活
性
化
に
生
か
す
取
組
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
浜
坂
海
岸
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
に
は
、
白
い
砂
浜
と
日

本
の
白
砂
青
松
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ
た
松
の
庭

が
あ
り
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。
砂
浜
と
松
の

保
全
の
た
め
、
清
掃
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

６
月
30
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分
（
予
定
）

▼
集
合
場
所　

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
駐
車
場

▼
持
ち
物　

軍
手
、
火
ば
し
、
熊
手
、
飲
み
物

▼
主
催　

新
温
泉
町
、
浜
坂
観
光
協
会

▼
問
合
せ　

商
工
観
光
課　

℡
82
‐
５
６
２
５

～
遊
覧
船
か
ら
山
陰
海
岸
国
立
公
園
を
眺
め
よ
う
～

　
但
馬
御
火
浦
ク
ル
ー
ズ

　

但
馬
御
火
浦
は
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
の
素
晴

ら
し
さ
と
日
本
海
の
成
り
立
ち
の
経
緯
が
わ
か
る

海
岸
で
す
。
洞
門
、
洞
窟
、
奇
岩
、
怪
石
を
海
か

ら
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

８
月
２
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
11
時

※
波
浪
等
で
遊
覧
船
が
運
航
で
き
な
い
時
は
中
止

▼
集
合
場
所　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

▼
内
容　

事
前
学
習
、ク
ル
ー
ズ
（
ガ
イ
ド
あ
り
）

▼
募
集
人
員　

40
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
料　

１
，
３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
遊
覧
船
乗
船
料
、
資
料
代
）

▼
申
込
締
切　

７
月
26
日
（
金
）

▼
申
込
み　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡
82
‐
５
２
２
２

　山陰海岸国立公園が７月 15 日に指定 50 周年を迎えることから、これを記念し、山陰海岸国立公
園と山陰海岸ジオパークの優れた自然景観やその魅力を国内外に向けてアピールし、次の世代に継承
するため、環境省をはじめとした関係３府県、３市３町と関係団体等が連携・協調して、記念事業を
実施します。　　　　　　　　　　　　　　　　　   －問合せ－　商工観光課　観光係　℡ 82-5625

50周年記念イベントに参加しよう！
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投
票
区（
投
票
所
）が
変
わ
り
ま
す

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
町
全
体
の
均
衡
、
投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

や
ス
ペ
ー
ス
の
面
で
の
課
題
解
消
、
事
務
従
事
者
の
減
少
へ
の
対
応
等
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
投
票
区
（
投
票
所
）
を
23
か
所
に
変
更
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
7
月
21
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
兵
庫
県
知

事
選
挙
（
参
議
院
通
常
選
挙
と
同
日
を
予
定
）
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

有
権
者
の
皆
さ
ん
に
は
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課……

総
務
係
）　

℡
82
‐
３
１
１
１

見
直
し
の
考
え
方

　

旧
小
学
校
区
（
浜
坂
地
域
８
校
区
、

温
泉
地
域
６
校
区
）
を
基
本
に
し
た
上

で
、
投
票
所
と
な
る
施
設
ま
で
の
距
離

（
概
ね
３
㎞
を
目
安
）、
地
形
、
交
通
利

便
性
、
有
権
者
数
（
概
ね
３
０
０
人
以

上
を
目
安
）
な
ど
を
考
慮
し
ま
し
た
。

交
通
手
段
に　
　
　
　
　

　

活
用
で
き
る
制
度
等

　

次
の
制
度
等
が
交
通
手
段
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
町
民
バ
ス
（
１
か
月
以
上
前
に
投
票

日
が
決
定
し
て
い
る
選
挙
の
場
合
は
、

町
民
バ
ス
の
土
日
運
休
路
線
で
あ
っ
て

も
投
票
日
当
日
の
運
行
を
行
い
ま
す
。）

▼
町
民
バ
ス
代
替
え
交
通
機
関
町
民
タ

ク
シ
ー　

▼
町
民
タ
ク
シ
ー　

▼
高
齢

者
福
祉
タ
ク
シ
ー

そ
の
他
の
変
更
点

　

投
票
区
の
見
直
し
に
伴
い
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
場
の
設
置
数
が
減
少
し
ま

す
。

見
直
し
の
理
由

①
投
票
所
ま
で
の
距
離
な
ど
が
不
均
衡

　
　

現
在
の
投
票
区
（
浜
坂
地
域
14
投

票
区
、
温
泉
地
域
18
投
票
区
、
合
計

32
投
票
区
）
は
、
合
併
前
の
状
態
で

新
町
に
引
き
継
が
れ
た
た
め
、
投
票

区
ご
と
の
有
権
者
数
や
投
票
所
ま
で

の
距
離
な
ど
に
不
均
衡
が
生
じ
て
い

ま
す
。

②
一
部
の
投
票
所
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

会
場
ス
ペ
ー
ス
に
課
題

　
　

一
部
の
投
票
所
で
は
、
施
設
の
入

口
や
室
内
に
段
差
が
あ
る
な
ど
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
課
題
や
、
国
政
選
挙
な

ど
で
複
数
投
票
の
際
、
ス
ペ
ー
ス
が

限
ら
れ
て
い
る
た
め
投
票
用
紙
の
交

付
方
法
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
併
せ

て
、
秘
密
投
票
の
保
持
に
つ
い
て
不

安
視
す
る
声
が
あ
り
ま
す
。

③
約
25
％
の
有
権
者
が
期
日
前
投
票
を

利
用

　
　

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
期

日
前
投
票
制
度
の
創
設
や
不
在
者
投

票
の
要
件
緩
和
な
ど
投
票
環
境
が
改

善
さ
れ
、
期
日
前
投
票
で
は
投
票
者

総
数
に
占
め
る
割
合
が
25
％
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

④
職
員
数（
投
票
事
務
従
事
者
）が
減
少

　
　

職
員
数
が
減
少
す
る
中
、
投
票
事

務
従
事
者
の
確
保
が
徐
々
に
困
難
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
、
選
挙
事
務
の

執
行
に
支
障
を
来
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

＜投票区の見直し内容＞　※変更部分は網掛けにしています。有権者数はH25.3 現在
変更前 変更後

投票区 投票所 地区 有権者数 投票区 再編後投票所 地区 有権者数

第 1 浜坂多目的集会施設 浜坂（注１） 1,400 1,643 第 1 浜坂多目的集会施設 浜坂（注１） 1,643芦屋 243 芦屋

第 2 浜坂認定こども園 浜坂（注２） 1,147 1,255 第 2 浜坂認定こども園 浜坂（注２） 1,255清富 108 清富
第 3 浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター 浜坂（注３） 941 941 第 3 浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター 浜坂（注３） 941

第 4 浜坂高齢者・若者センター 指杭 42 183
第 4 赤崎地区公民館（体育館）

指杭

334田井 141 田井

第 5 和田公民館 赤崎 54 151 赤崎
和田 97 和田

第 6 御火浦コミュニティセンター 三尾 161 161 第 5 御火浦コミュニティセンター 三尾 161
注１：寺町、奥中町、上六軒町、地堂一丁目、地堂二丁目、門陀町、柱松町、戎崎町、浜町、元堀町、御屋敷町、浜岡町、高見一丁目、高見二丁目、高見三丁目、
松原町　注２：旭町、京口町、京口一丁目、京口二丁目、東町一丁目、東町二丁目、東町三丁目、泉町、老松町、新町、八幡町、栄町、清水町、本町、中本町、
小井津町、下本町、港筋町　注３：宇都野町、緑町、南町、秋葉台

町政のうごきから
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変更前 変更後
投票区 投票所 地区 有権者数 投票区 再編後投票所 地区 有権者数

第 7 浜坂福祉センター

二日市 229

788 第 6 浜坂福祉センター

二日市

788
福富 127 福富
戸田 111 戸田
三谷 119 三谷
対田 202 対田

第 8 浜坂南小学校

若松町 78

806 第 7 浜坂南小学校

若松町

821

栃谷 141 栃谷
田君 118 田君
七釜 211 七釜
新市 100 新市
古市 75 古市
用土 83 用土

第 32 後山公民館 後山 15 15 後山

第 9 浜坂東小学校（体育館）

久谷 163

442 第 8 浜坂東小学校（体育館）

久谷

442
高末 64 高末
正法庵 73 正法庵
辺地 80 辺地
藤尾 62 藤尾

第 10 久斗山地区公民館（体育館）境 36 174 第 9 久斗山地区公民館（体育館）境 174久斗山 138 久斗山
第 11 諸寄基幹集落センター 諸寄 816 816

第 10 諸寄基幹集落センター
諸寄

1,142第 12 奥町集会所 奥町 226 226 奥町
第 13 釜屋公民館 釜屋 100 100 釜屋
第 14 居組地区公民館（体育館） 居組 534 534 第 11 居組地区公民館（体育館） 居組 534

第 15 新温泉町民センター

数久谷 35

1,129
第 12 新温泉町民センター

数久谷

1,382

湯 994 湯
細田 88 細田
霧滝 12 霧滝

第 17 歌長公民館 歌長 225 253 歌長
高山 28 高山

第 16 春来研修集会指導施設 春来 153 153 第 13 春来研修集会指導施設 春来 153
第 18 竹田公民館 竹田 341 341 第 14 竹田公民館 竹田 341

第 19 井土集落センター 井土 408 511 第 15 井土集落センター 井土 511今岡金屋 103 今岡金屋
第 20 熊谷集会所 熊谷 164 164

第 16 旧熊谷小学校
熊谷

239第 21 伊角公民館 伊角 73 75 伊角
桧尾 2 桧尾

第 22 桐岡生活改善センター 桐岡 116 116
第 17 照来小学校（体育館）

桐岡
426第 23 多子公民館 切畑 127 310 切畑

多子 183 多子

第 24 丹土公会堂 丹土 301 475 第 18 丹土公会堂 丹土 475中辻 174 中辻

第 25 農村環境改善センター 塩山 214 589 第 19 農村環境改善センター 塩山 589飯野 375 飯野

第 26 鐘尾公民館
千原 198

372 第 20 鐘尾公民館
千原

372あさひケ丘 29 あさひケ丘
鐘尾 145 鐘尾

第 27 旧八田小学校 千谷 160 191
第 21 八田コミュニティセンター

千谷

242宮脇 31 宮脇

第 28 内山公民館 内山 36 51 内山
越坂 15 越坂

第 29 海上公民館 海上 118 118 第 22 海上公民館 海上 118

第 30 田中投票所

前 86

330 第 23 田中投票所

前

405
石橋 27 石橋
田中 77 田中
岸田 140 岸田

第 31 青下公民館 青下 75 75 青下

町政のうごきから
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投
票
制
度
と
選
挙
日
程
の

　
　
　
　
　
　
　  

お
知
ら
せ

　

選
挙
期
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
予
定
が
あ
る
た
め
、
投
票
所
へ
行
け
な

い
有
権
者
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課……

総
務
係
）　

℡
82
‐
３
１
１
１

期
日
前
投
票
制
度

　

有
権
者
が
選
挙
当
日
に
投
票
所
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
選
挙
人
名

簿
登
録
地
で
、
投
票
日
よ
り
前
に
投
票

で
き
る
制
度
で
す
。

◆
投
票
で
き
る
期
間

　

選
挙
公
示
（
告
示
）
日
の
翌
日
か
ら

投
票
日
前
日
ま
で

時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◆
投
票
の
場
所

　

名
簿
登
録
地
の
期
日
前
投
票
所

◇
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

◇
新
温
泉
町
民
セ
ン
タ
ー

◆
持
参
す
る
も
の

　

入
場
券
が
届
い
て
い
れ
ば
入
場
券
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
な
ど
は

不
要
）不

在
者
投
票
制
度

　

有
権
者
が
仕
事
等
で
投
票
日
ま
で
名

簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町
村
に
滞
在
す

る
場
合
、
ま
た
は
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
院
中
な
ど
の
場
合
に
、
滞
在

先
の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は
入
院
等

し
て
い
る
施
設
で
、
投
票
日
よ
り
前
に

投
票
で
き
る
制
度
で
す
。

◆
投
票
で
き
る
期
間

　

選
挙
公
示
（
告
示
）
日
の
翌
日
か
ら

投
票
日
前
日
ま
で

時
間
は
、
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

（
午
後
５
時
以
降
は
滞
在
先
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。）

◆
投
票
の
場
所

　

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は

入
院
先
の
施
設

◆
選
挙
の
仕
方

①
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
不

在
者
投
票

❖
近
く
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
「
投
票

用
紙
等
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
も
ら

う
か
、
名
簿
登
録
地
の
選
挙
管
理
委

員
会
へ
請
求
す
る
。

　
　
　
　

⬇

❖
「
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
名
簿
登
録
地
の
選
挙
管

理
委
員
会
へ
郵
送
す
る
。

　
　
　
　

⬇

❖
投
票
用
紙
等
が
届
く
。

　
　
　
　

⬇

❖
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票

す
る
。

②
入
院
先
の
施
設
で
の
不
在
者
投
票

❖
入
院
先
の
施
設
の
長
（
ま
た
は
看
護

師
・
介
護
師
等
）
に
投
票
を
行
い
た

い
旨
を
申
出

　
　
　
　

⬇

❖
入
院
先
の
施
設
の
長
が
、
名
簿
登
録

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙

を
請
求

　
　
　
　

⬇

❖
入
院
先
の
施
設
で
投
票
す
る
。

◆
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
（
在
宅
投
票
）

◇
制
度
が
利
用
で
き
る
人
の
条
件

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

及
び
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
い
ず
れ

か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
障
が

い
等
の
状
態
が
一
定
以
上
で
あ
る
人

◇
注
意
事
項

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
（
在
宅

投
票
）
に
は
、
事
前
に
「
郵
便
等
投
票

証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
証
明
書
の
交
付
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
選
挙
が
近
づ

く
ま
で
に
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

選　挙　日　程
兵庫県知事選挙　７月 21 日（日）
　※参議院議員通常選挙の期日と同日執行

　ただし、国会の会期延長等により参議院議員通常選挙の選挙期日
が７月 21 日と異なることとなった場合は、選挙期日を変更する場
合があります。

第 23 回参議院通常選挙　未定
　※通常国会の会期から７月 21 日（日）を想定

新温泉町長選挙及び新温泉町議会議員選挙　10 月 27 日（日）
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紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
。

６
月
23
日（
日
）
～
29
日（
土
）は「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す

　
『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
は
、
平
成
11
年
6
月
23
日
に
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
国
の
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
が
定

め
た
も
の
で
、
本
年
度
は
「
紅
一
点
じ
ゃ
、
足
り
な
い
。」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
各
種
行
事
等
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
町
で
も
昨
年
６
月
に
法
第
14
条
に
基
づ
き
、「
第
２
次
新
温
泉
町
男
女
共
同
参

画
社
会
プ
ラ
ン　

～
男
女
が
共
に
生
き
生
き
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
～
」
を
策

定
し
、
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
▼
問
合
せ　

人
権
推
進
室　

℡
82
‐
３
３
２
８

■
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

　

男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画

す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女

が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的

及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が

で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き

社
会
で
す
。（
法
第
2
条
）

■
基
本
法
の
理
念

　

法
に
は
、
次
の
５
本
の
柱
（
基
本
理

念
）
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
男
女
の
人
権
の
尊
重

②
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は
慣
行
に

つ
い
て
の
配
慮

③
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共
同

参
画

④
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活

動
の
両
立

⑤
国
際
的
協
調

■
行
政
と
国
民
の
役
割

　

法
に
お
け
る
行
政
（
国
、
地
方
公
共

団
体
）
と
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
国
の
責
務

　
　

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
を
策
定

◇
地
方
公
共
団
体
の
責
務

　
　

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
に

取
り
組
む
。

◇
国
民
の
責
務

　
　

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
に
努
め
る
。

■
本
町
の
取
組
状
況

　
「
第
2
次
新
温
泉
町
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
の
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
意
思
決
定

過
程
に
男
女
が
平
等
な
立
場
で
参
画
す

る
こ
と
が
重
要
と
し
、
審
議
会
等
へ
の

女
性
委
員
の
登
用
に
つ
い
て
目
標
値

（
平
成
28
年
度
末
：
30
％
）
を
設
定
し

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
3
月
31
日
現
在
で
は
、
前

年
対
比
6
・
2
％
増
の
25
・
8
％
に
増

加
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら
に
取
組

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

共　生
男女をはじめ、子ども・高齢者・障が
いのある人等を含めたすべての人を対
象とした人権の尊重をめざします。

～  第 2 次新温泉町男女共同参画プラン  イメージ図  ～

協働・共同
男女が共に自己を確立し、お互いの認
識と理解の上にたって、共通の目標・
目的をもってパートナーシップをとれ
るよう取り組みます。

自立・自律
男女が共に精神的・生活的・経済的自
立をめざすとともに多様な選択による
責任を果たすなど、自律性をもった意
識づくりをめざします。

参 画
男女が共に

生き生き
暮らせる社会 健　康

一人ひとりが、それぞれのライフステー
ジに対応した健康づくりをめざします。

◀男女共同参画
　週間ポスター
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高
度
成
長
の
恩
恵
を
受
け
、私
た
ち
の
生
活
は
快
適
で
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、昨
今
話
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
環
境
問
題
。
過
去
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

現
在
は
、
様
々
な
環
境
負
荷
の
軽
減
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。皆
さ
ん
の
日
ご
ろ
の
環
境
へ
の
取
組
を
再
点
検
し
、

さ
ら
に
心
豊
か
な
生
活
が
送
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▼
問
合
せ　

町
民
課　

環
境
防
災
係　

℡
82
‐
５
６
２
１

環
境
の
日
と
環
境
月
間

　

環
境
の
日
は
、
１
９
７
２
年
６
月
５

日
に
開
催
さ
れ
た
「
国
連
人
間
環
境
会

議
」を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、

日
本
で
は
「
環
境
基
本
法
」
に
よ
っ
て

６
月
５
日
を
「
環
境
の
日
」
と
定
め
る

と
と
も
に
、
６
月
の
１
か
月
間
を
「
環

境
月
間
」
と
し
、
全
国
で
様
々
な
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
連
に
お
い
て
も
、
日
本
の
提
案
を

受
け
て
６
月
５
日
を「
世
界
環
境
デ
ー
」

と
定
め
て
お
り
、
世
界
各
国
に
お
い
て

環
境
保
全
の
重
要
性
を
認
識
し
、
様
々

な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
減
量
化
・　
　
　

資
源
化
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
平
成
24
度
を
「
ご
み
元
年
」

と
位
置
づ
け
、
昨
年
10
月
に
は
分
別
区

分
を
15
分
別
と
し
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
「
分
別
に
よ
る
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
昨
年
10
月
か
ら
３
月

ま
で
の
家
庭
系
の
燃
え
る
ご
み
量
が

１
２
７
・
４
ｔ
、
住
民
一
人
一
日
あ
た

り
の
燃
え
る
ご
み
量
で
32
・
５
ｇ
減
少

し
、
取
組
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
家
庭
ご
み
の
更
な

る
減
量
化
と
資
源
化
に
加
え
、
主
に
事

業
者
が
環
境
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
ご

み
の
分
別
の
徹
底
を
進
め
ま
す
。

節
電
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

最
近
の
気
象
変
動
の
一
つ
の
要
因
と

さ
れ
て
い
る
「
地
球
温
暖
化
」
は
、
二

酸
化
炭
素
を
含
む
温
室
効
果
ガ
ス
の
増

加
が
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
発
生
源
の
一
つ
の
火
力
発
電
所

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

電
気
を
つ
く
る
た
め
の
施
設
で
す
。

　

夏
を
迎
え
、
例
年
同
様
に
電
気
の
消

費
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
節
電
が
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め

る
大
き
な
取
組
と
な
り
ま
す
。
エ
ア
コ

ン
の
温
度
調
整
や
待
機
電
源
の
自
粛
な

ど
、
生
活
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
の
節

電
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

川
や
海
を　
　
　
　
　
　

　

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

　

不
適
切
な
処
理
に
よ
る
生
活
排
水
等

の
自
然
界
へ
の
放
流
は
、
特
に
、
水
量

が
少
な
く
水
温
が
上
が
る
夏
の
時
期

は
、
河
川
や
海
の
生
態
系
を
破
壊
す
る

き
っ
か
け
や
悪
臭
に
よ
る
生
活
環
境
の

悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

排
水
処
理
の
法
令
等
の
順
守
や
浄
化

槽
の
適
切
な
保
守
点
検
、
河
川
・
海
域

へ
の
不
法
投
棄
の
撲
滅
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

犬
・
猫
等
は
愛
情
を
も
っ
て

適
正
に
飼
い
ま
し
ょ
う

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
の
登
録
、

死
亡
の
届
出
、
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未

接
種
の
飼
い
主
の
方
は
、
動
物
病
院
で

お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
犬
・
猫
等
の
飼
い
主
に
対
す

る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
他
人
へ
の

迷
惑
防
止
は
犬
・
猫
等
を
飼
育
す
る
上

で
の
義
務
で
す
。
飼
い
主
が
わ
か
る
迷

子
札
を
付
け
て
い
だ
だ
く
と
と
も
に
、

猫
は
屋
内
飼
育
の
徹
底
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
犬
・
猫
等
を
屋

外
に
出
す
と
き
は
、
リ
ー
ド
等
の
利
用

と
糞
の
始
末
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
月 

は
〝
環
境
月
間
”
で
す

▲環境月間ポスター
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町政のうごきから

 新たな出会いを求めて！
　

　結婚を希望する男女に「はばタン会員」として
登録していただき、会員の閲覧用プロフィールで
相手を選び、双方の合意が得られれば 1対 1の
お見合いをしていただく制度です。
　本年4月1日現在、但馬地域の会員は126人（県
全体 3,334 人）で、結婚が成立した組数は、7組
（県全体 150 組）です。県内どこの会員とでもお
見合いができます。お気軽に、お電話ください。
＊結婚まで　来所⇒入会⇒閲覧⇒お見合い申込み

　の流れ　　⇒お見合い⇒交際⇒結婚

＊受付日時　火曜～土曜日（祝日・年末年始休館）

　　　　　　午前９時～午後５時 15分

＊会員登録料　3,000 円／年度

－問合せ・申込み－

但馬出会いサポートセンター

（養父市八鹿町　但馬長寿の郷内）

℡ 079-662-7701

　豊岡市のイタリアンレストランでピザ作りや
ティータイムを楽しみながら、新しいパートナー
を探しましょう！
＊と　　き　７月７日（日）

　　　　　　午後 2時 30 分～ 5時

＊と こ ろ　イタリアンレストラン「ポルコロッソ」

　　　　　　（豊岡市役所前）

＊内　　容　ピザ作り、ティータイム

＊募集人数　男女各 10名（先着順）

＊料　　金　男性 3,000 円／女性 2,000 円

＊持 ち 物　エプロン、ハンドタオル

＊主　　催　NPO法人スマイルプラス

　　　　　　（新温泉町商工会青年部後援）

－問合せ・申込み－

NPO法人スマイルプラス（豊岡市三坂町）

℡ 0796-24-8282　Fax0796-22-5338

E-mail：smile-plus@ark.ocn.ne.jp

※申込みの際は、①氏名、②住所、③電話番号、④生年

月日をお知らせください。

はばタン会員募集中　ピザ作りをしながら
ステキなパートナーを！　 年度会費 3,000 円で何度でもお見合いができます

～はばタン会員は県下 3,300 人以上
　　　　　発足 2年 4か月で成婚数 150 組～

何となく出会うきっかけがなかったというあなた。思い切って出会いの場に参加してみませんか。

委員募集
▼
応
募
資
格

①
町
内
に
在
住
し
、
婚
活
事
業
に
関
心
の
あ
る
方
。
年
齢
、
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
。

②
原
則
と
し
て
、
平
日
の
昼
間
に
年
３
回
程
度
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

※
た
だ
し
、
本
町
の
審
議
会
等
に
お
い
て
、
３
機
関
以
上
の
委

員
の
職
に
あ
る
方
、
本
町
の
職
員
、
町
議
会
議
員
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

▼
募
集
人
数　

２
名

▼
任
期　

平
成
25
年
７
月
～
平
成
26
年
３
月
31
日

▼
謝
金　

規
定
に
よ
り
、
報
償
費
と
交
通
費
を
支
払
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
・
期
限　
「
公
募
委
員
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
７
月
４
日
（
木
）
ま
で
に
役
場
企
画
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、
役
場
企
画
課
及
び
温
泉

総
合
支
所
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

▼
選
考
方
法　

応
募
者
が
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、
面
接

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

企
画
政
策
係　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
町
民
の
参
画
と
協

働
に
よ
る
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
公
募
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
の
要
因
の
一
つ
と
さ
れ
る
未
婚
化
・
晩
婚
化
の

解
消
を
図
る
た
め
、
結
婚
支
援
の
効
果
的
な
施
策
の
立
案
に
つ

い
て
、
各
分
野
に
お
け
る
学
識
経
験
者
な
ど
町
が
選
任
し
た
委

員
と
と
も
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

   

新
温
泉
町
婚
活
推
進
委
員
会
委
員

＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊
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過
去
最
多
の
２
８
６
４
人
が
力
走

和田壮平さん（香川県）
１時間 10 分 59 秒
陸上の雑誌を見て参加し
てみようと思いました。
暑さで後半バテてしまい
ましたが、アップダウン
が少なく走りやすいコー
スでした。

ハーフの男子の部、女子の部で総合優勝
のお２人に大会の感想を伺いました

吉住友里さん（大阪府）
１時間 18 分 50 秒（大会新）
とても雰囲気のいい大会
があると聞いて参加しま
した。のどかな風景の中
を走るのが好きで、コー
スも走りやすくとても楽
しかったです。

　

５
月
26
日
、
第
26
回
麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
遠
く
は
北

海
道
や
宮
崎
県
な
ど
、
全
国
各
地
か
ら
過
去
最
多
の
２
８
６
４
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
集
ま
り
、
日
本
海
の
潮
風
を
受
け
な
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、役
場
前
の
し
お
か
ぜ
通
り
を
ス
タ
ー
ト
し
、浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー

チ
か
ら
岸
田
川
沿
い
へ
と
続
く
、
３
㌔
、
５
㌔
、
10
㌔
、
ハ
ー
フ
の
４
コ
ー

ス
（
性
別
、
年
齢
で
27
部
門
）
が
あ
り
、
今
年
は
１
歳
か
ら
92
歳
ま
で
の
方

が
参
加
。
ラ
ン
ナ
ー
は
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
気
温
の
中
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で

走
り
、
沿
道
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

第
26
回 

麒
麟
獅
子
マ
ラ
ソ
ン
大
会

車椅子の部の選手が力強くスタート心地よい潮風を受けながら快走

いわし団子汁は疲れたランナーに大人気

力を振り絞って、ゴールまであと少し

後送員に見守られながら自分のペースで

沿道からの声援がランナーを元気づけます
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

林野火災用活動拠点広場
整備工事 千谷

旧八田小学校校舎・プール解体・
資機材保管庫・芝貼り・
防火水槽一式

102,900,000 …平成 25年 5月 16日～……平成 25年 11月 28日 株本建設工業㈱

浜坂病院冷却塔改修工事 二日市 冷却塔改修工事一式 4,042,500 …平成 25年 5月 8日～……平成 25年 6月 7日 ㈱田中工業所

町道浜坂第 54 号線（味
原小径）舗装修繕工事 浜坂 真砂土舗装修繕工

A=180.9㎡ " 2,814,000 …平成 25年 5月 9日～……平成 25年 7月 8日 ㈱菊池組

浜坂温泉泉源整備工事 浜坂 四阿１式、瓦葺白壁塗塀１式 3,496,500 …平成 25年 5月 9日～……平成 25年 8月 6日 ㈱森田材木店

地域活性化施設電気室復
旧工事 竹田 地域活性化施設の配電及び幹線

設備復旧　1式 6,405,000 …平成 25年 5月 13日～……平成 25年 7月 22日 ㈲松本電気商会

（平成 25年４月 16日～平成 25年５月 15日契約分）

新温泉町ジオパークネットワーク

ジオの恵みが詰まったマップを作成

ゆめっこランド子育て支援部

妊婦さんも活用してください
　新温泉町ジオパークネットワーク（岡部良一代
表）が、ジオの恵みが体感できる店舗を紹介した

「新温泉町おいしいジオの恵みマップ」を作成し
ました。
　マップは、Ａ３版２つ折りのフルカラー。新鮮
な海産物や農産物、但馬牛などおいしいジオの恵
みである「食」を中心に、「食べる」「買う」「泊
まる」ことのできる店舗（101 軒）と温泉施設（5
軒）を地図で紹介するほか、店舗ごとの特徴も掲
載されています。
　15,000 部作成され、掲載店舗や観光施設に配
布し、観光客のまち歩きに活用されています。

－問合せー　商工観光課　観光係　℡ 82-5625

　ゆめっこランド子育て支援部は、４月から妊婦
の方にも利用していただいています。出産や子育
てに不安のある方や、仲間づくりのサポートをさ
せていただきますので、ぜひご利用ください。

※上記以外の方も、お気軽にお越しください。
　電話でもお応えしています。
※浜坂子育て支援センターで

は、従来から妊婦の方にも
利用していただいています。

ー問合せー
ゆめっこランド子育て支援部　℡ 92-1095

～こんな方をお待ちしています～

☆これから赤ちゃんを産むのだけど、友だち

がいなくて不安な方

☆出産までに子どもとふれあったり、遊んだ

りして体験してみたい方

☆出産や子育てについて話を聞いてみたいと

思われる方
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春
の
叙
勲  

瑞
宝
双
光
章

春
の
褒
章  

黄
綬
褒
章

　

郷
司
正
静
さ
ん　

前　

　

‐
人
権
擁
護
功
労
‐　

人
権
擁
護
委
員

　

三
谷
藤
夫
さ
ん　

前

　
‐
業
務
精
励（
杜
氏
・
卓
越
技
能
）‐
宝
酒
造
㈱
白
壁
蔵
杜
氏

おめでとうございます
　長年のご功績を讃え顕彰

在
の
「
白
壁
蔵
」）
に
入
り
、
昭
和
43
年
か
ら
現
在

ま
で
、
44
年
間
、
同
社
で
杜
氏
を
務
め
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
の
間
、
基
幹
商
品
で
あ
る
「
山
廃
吟
醸
」、

「
生き

酛も
と

純
米
」
な
ど
の
製
品
化
と
安
定
製
造
に
貢
献

さ
れ
て
お
り
、
平
成
23
年
に
は
厚
生
労
働
大
臣
が
卓

越
し
た
技
能
者
を
表
彰
す
る
「
現
代
の
名
工
」
に
選

ば
れ
た
ほ
か
、
平
成
24
醸
造
年
度
全
国
新
酒
鑑
評
会

で
は
10
年
連
続
で
金
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
章
に
つ
い
て
「
杜
氏
1
人
で
は
酒
造
り
は
で
き

な
い
。
多
く
の
方
の
指
導
と
協
力
の
お
か
げ
」
と
謙

虚
に
喜
び
の
言
葉
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

杜
氏
と
し
て
初
め
て
酒
蔵
を
預
か
り
、
無
事
、
酒

造
り
を
終
え
て
蔵
人
と
共
に
帰
宅
で
き
た
喜
び
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
話
す
三
谷
さ
ん
。
蔵
人
の
心

が
一
つ
に
な
っ
て
こ
そ
良
い
酒
を
造
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
蔵
内
の
和
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
に
も
心
が
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

顧
問
杜
氏
と
し
て
、
現
在
も
同
社
で
酒
造
り
に
携

わ
る
三
谷
さ
ん
は
「
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
な
い
よ
う
、

良
い
酒
造
り
に
精
進
し
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
の
大
切
さ
を
広
め
る
啓
発
活
動
や
、定
期
相
談
、

個
別
相
談
を
通
じ
て
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
11
年
度

か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
14
年
間
、
豊
岡
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
会
長
を
務
め
ら
れ
、
広
域
的
な
人
権
擁
護

活
動
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
に
つ
い
て
、「
身
に
余
る
思
い
。
地
域
の
皆

さ
ん
や
家
族
の
お
か
げ
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
人
権
の
問
題
は
、
よ
く
見
て
、
よ
く
聞
い
て
、

よ
く
話
し
合
わ
な
い
と
解
決
し
な
い
」
と
話
す
郷
司

さ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
相
談
相
手
の
印
象
を
白
紙
の

状
態
に
し
て
応
対
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
こ
の
思
い

を
心
の
支
え
と
し
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

好
き
な
言
葉
は
、「
蝋ろ
う

燭そ
く

は
身
を
減
ら
し
て
人
を

照
ら
す
」。
そ
う
い
う
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
な

が
ら
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
委
員
と
し
て
活
動
中
の
郷
司
さ
ん
は
、「
一

人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
の
改
革
が
必
要
。
一
歩
ず
つ

で
も
進
め
て
い
き
た
い
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に

人
権
擁
護
委
員

に
就
任
さ
れ
、

現
在
に
至
る
ま

で
約
20
年
の
長

き
に
わ
た
り
、

　

昭
和
23
年
、

16
歳
で
酒
造
り

の
世
界
に
進
ま

れ
、
24
歳
の
と

き
に
宝
酒
造
灘

第
２
工
場
（
現

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

郷
司
正
静
さ
ん　

前

‐
福
祉
功
労
‐
人
権
擁
護
委
員

　

※
写
真
は
上
記
の
叙
勲
受
章
で
紹
介
さ
せ

　
　

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

猪
坂
悦
司
さ
ん　

湯

‐
産
業
振
興
功
労
‐
新
温
泉
町
商
工
会
会
長

田
中
博
和
さ
ん　

塩
山

‐
労
働
・
技
能
功
労
‐
県
杜
氏
組
合
連
合
会
副
会
長

福
原
陽
一
郎
さ
ん　

芦
屋

‐
環
境
功
労
‐
西
但
馬
の
自
然
を
考
え
る
会
代
表
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

H25（2013）.6.13

広報しんおんせん（6月号）

　浜坂海岸の畑では、朝早くから野菜の水まきに
精をだす人や畑道を散歩する人などが行きかい、
小さな社交場となっています。畑地には多種の草
が生えており、その名前を一つずつ知っていくの
も、また別の楽しさがあります。
　最近、特に目に付くのはナガミヒナゲシ（長実
雛芥子）です。地中海から中央ヨーロッパを原産
地とするケシ科の一年草で、1961 年、東京都世
田谷区で初めて確認されて以来、現在は全国に広
まっているそうです。わが家の畑でも３年ほど前
から目に付き始め、可愛い花なので抜かずにいた
ところ、今年は大繁茂しています。
　草丈は 30 ～ 50㎝、葉は羽状に深く切れ込み、
茎も葉も堅い毛で覆われています。花は分枝し
た枝先に１個ずつ、蕾

つぼみ

の時は下を向いています
が、開花時は上を向き、直径５㎝ほどのオレンジ
色の花を咲かせます。花後は上を向いたまま結実
し、種の上部にある蓋の隙間から細かな種を零

こぼ

し
ます。名前はその実が細長いことから名付けられ
たようです。一つの芥子の実には細かな種（芥

け

子
し

粒
つぶ

）が 1000 ～ 2000 粒も入っており、一年草で
ありながら、非常に繁殖力が強いため、有害雑草
の仲間に入りつつあるそうです。
　人間の都合によって、貴重種になったり、有害
種に追いやられたり、草たちは右往左往している
ことでしょう。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

ナガミヒナゲシ
（ケシ科）

 野草散歩（30)

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

保
険
料
は　
　
　
　
　
　
　

　
　

月
額
１
５
，
０
４
０
円

　

平
成
25
年
４
月
分
か
ら
平
成
26
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
５
，０
４
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書

に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
や
便
利
で
お
得
な
口
座

振
替
も
あ
り
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と　

　

強
制
徴
収
が
行
わ
れ
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ

け
な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
、
書
面
、

面
談
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
強
制
徴

収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行
い
、

指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
納
付
義
務
の
あ
る
方
（
納
付

義
務
者
は
本
人
、
配
偶
者
と
世
帯
主
に

は
連
体
納
付
義
務
が
あ
り
ま
す
。）
の

財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。納

付
が
経
済
的
に
困
難
な
と
き

は
免
除
ま
た
は
猶
予
の
手
続
を

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
役
場
町
民
課
ま
た
は
温
泉
総

合
支
所
地
域
振
興
課
で
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

老
後
、
年
金
を
受
け
取
る
際
、
免
除

の
期
間
の
２
分
の
１（
税
金
分
）が
受
け

取
れ
ま
す
。
ま
た
、
免
除
・
納
付
猶
予

の
期
間
に
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た

不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ

▪
日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
‐
22
‐
０
９
４
５

▪
役
場
町
民
課　

戸
籍
年
金
係

　

℡
82
‐
５
６
２
１



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「6月のおすすめの本」
ご案内

今やる人になる４０の習慣
林修 著／宝島社

　一躍「時の人」となった「いつやるか？
今でしょ！」の著者が、“ 明日があるさ ”
と先送りして後悔や失敗をしてしまわな
いために「今やる人になる」40の習慣を
紹介。集中力を高める、愚痴や不満を言
わずむしろそれを活用する…等。

だるまさんがころんだ
　にわぜんきゅう 著／エフエー出版

　人生のどん底に落とされたとき、起き
上がるか、転んだままでいるかは自分次
第。本書は、ホッとなごむイラストと心
に響くやさしい言葉で、何度でも起き上
がるだるまさんのように、一歩をふみ出
す勇気をくれる。

ランチのアッコちゃん
柚木麻子 著／双葉社

　ある日、新人派遣社員の美智子は、自
分の弁当と凄腕上司である黒川部長、通
称「アッコちゃん」のランチを１週間交
換することになった。ちょっと風変わり
な外食ランチによって彼女が成長してい
く姿を描く。表題作ほか全４編を収録。

とんでろじいちゃん
　山中亘 作・堀田あきお 絵／旺文社

　最近ボケたらしいおじいちゃんを孫の
コウタが夏休みに面倒を見ることになっ
てしまった。しかし、ボケたのではなく、
ただ不思議な力を持っていただけだった
…。現実と空想、現代と過去とを繰り返
すおじいちゃんと孫の冒険物語。

からすのおかしやさん
かこさとし作 絵／偕成社

　いずみがもりの「からすのパンやさん」
では、４羽のからすの子供たちがちが大
きく育ちました。ある日、お兄ちゃんの
チョコちゃんがクッキーやお菓子を焼い
たところ、大評判になりました…。おな
じみの「からすのパンやさん」の続編。

……　おはなし会　　　　　　　  
　絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単
な折り紙などをします。
◆6月22日（土）　午後2時～
 　『やさしい女の子とやさしいライオン』 他
◆7月13日（土）　午後2時～
 　『海べの一日』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

読み聞かせ講座参加者募集 
◆と　き　６月26日(水)
　　　　　午前10時～正午
◆ところ　加藤文太郎記念図書館
◆対　象　高校生以上
◆定　員　約30名
◆内　容　読み聞かせの実践と講話
◆講　師　鳥取市子ども読書活動推進委員長
　　　　　山田節子さん（鳥取市在住）
◆締　切　６月23日（日）
　　　　　※申込みは電話可
◆費　用　 無料

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（6月号） 18

７月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

は休館日

６月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30
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海
岸
の
砂
浜
か
ら
風
で
引
き
飛
ば
さ

れ
た
砂
は
、
砂
丘
に
様
々
な
地
形
を
つ

く
り
ま
す
が
、
砂
が
ど
の
く
ら
い
の
風

の
時
に
飛
ぶ
か
、
ど
の
よ
う
に
飛
ぶ
か

な
ど
実
際
に
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
作
っ
た
風
洞
実
験
装
置
で
は
、

風
速
２
ｍ
ぐ
ら
い
で
砂
が
バ
ウ
ン
ド
す

る
よ
う
に
飛
び
始
め
ま
す
。
飛
ん
だ
砂

は
前
方
に
列
を
作
っ
て
積
も
り
、「
風

風
洞
実
験
と
砂
丘
の
地
形

H25（2013）.6.13

広報しんおんせん（6月号）

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館　

　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 37

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か
け
よ
う
！
』

を
テ
ー
マ
に
、町
外
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）

や
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介

し
ま
す
。

　

今
回
は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
内
の
「
風
洞

実
験
装
置
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

実
験
で
で
き
た
砂
の
列

ス
リ
バ
チ
の
で
き
方

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
Ｓ
さ
ん
（
75
歳
）
男
性

　
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
し

て
い
る
Ａ
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い

て
い
な
い
か
。
Ａ
社
は
最
先
端
の
研
究

を
し
て
い
る
有
望
な
会
社
で
あ
る
。
当

社
は
Ａ
社
の
社
債
を
購
入
し
た
い
が
、

Ａ
社
は
、
社
長
の
出
身
地
で
あ
る
新
温

泉
町
在
住
の
人
に
し
か
販
売
し
な
い
と

言
っ
て
い
る
。
購
入
し
て
も
ら
っ
た
額

の
５
％
を
礼
金
と
し
て
支
払
う
の
で
代

わ
り
に
購
入
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
社
長
紹
介
欄
に
新

温
泉
町
出
身
者
と
記
載
が
あ
る
。
信
用

し
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
。

■
信
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　
「
高
値
で
買
い
取
る
」「
謝
礼
を
す
る
」

な
ど
の
説
明
を
し
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

消
費
者
が
利
益
を
得
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
契
約
の
取
消
は
…

　

社
債
を
購
入
後
に
取
消
を
し
よ
う
と

し
て
も
応
じ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
社
債
や

権
利
の
購
入
は
電
話
勧
誘
で
あ
っ
て
も

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
規
制
は
あ
り
ま

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

「
買
え
買
え
詐
欺
」
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

紋
」
と
言
わ
れ
る
砂
の
模
様
を
つ
く
り

ま
す
。
装
置
か
ら
20
セ
ン
チ
前
方
に
円

形
や
三
角
形
の
や
や
高
い
障
害
物
を
置

く
と
、
風
は
両
側
に
分
か
れ
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
内
側
に
向
か
っ
て
渦
を
巻
く
よ

う
に
流
れ
、
障
害
物
の
手
前
に
は
円
形

の
深
い
く
ぼ
み
の
「
ス
リ
バ
チ
」
と
い

う
地
形
を
つ
く
り
ま
す
。
砂
丘
で
み
ら

れ
る
地
形
の
で
き
方
な
ど
が
実
験
で
確

か
め
ら
れ
ま
す
。

せ
ん
。

■
商
品
は
次
々
と
変
わ
り
ま
す

　

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
や
メ
タ
ン
ハ
イ
ド

レ
ー
ト
等
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

悪
用
し
て
い
ま
す
。「
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
」
と
業
者
の
話
を
鵜
呑
み
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
り
、
勧
誘

の
電
話
が
か
か
っ
た
な
ど
の
情
報
提

供
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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H25（2013）.6.13

広報しんおんせん（6月号）

まちの求人案内

－問合せ－
　　……ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
　　……ハローワーク香住　℡（0796）36-0136
　　……ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
　　……サンシーホール浜坂　…℡（0796）82-1735

　（常　用） 　（パート） 平成 25年５月 20日現在
事業所名 職種 年齢 賃金（千円）

（町内全域）

㈱コメリ 総合職 27以下 191
総合職 27以下 169

（浜坂地域）
㈱隆栄水産 営業 不問 190～ 300

㈱マルワ渡辺水産 支配人 不問 250～ 400
運転手 不問 139～ 157

山陰道路㈱ 建築施工管理 不問 180～ 220
土木技術者 64以下 176

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215
㈱たじみや 事務職 45以下 200～ 400

株本建設工業㈱ 土木技術者 59以下 165～ 308
建築技術者 40以下 165～ 273

㈲ＯＮＥ 携帯電話販売 45以下 160～ 250
山陰造園土木㈱ 作業員 35以下 150～ 250
㈱エコール鳥取 塾講師 59以下 160～ 260
㈲山本工務店 型枠大工 不問 154～ 330
㈲ダイワ自動車 営業 45以下 180～ 250
山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160～ 200
㈲ラッキー美容院 美容アシスタント 不問 140～ 250
日興建設㈱ 土木技術者 40以下 165～ 273
㈱大上建設 作業員 59以下 176～ 198
兵庫県中小企業団体中央会 高校就業体験

コーディネーター 不問 150

㈱円山菓寮 事務員 40以下 140
兵庫県但馬県民局 土木技術業務 不問 136～ 145

（温泉地域）

㈱マルワフーズ渡辺水産
営業 64以下 169～ 289
事務職 64以下 129～ 146
食品製造 64以下 280～ 350

㈱井筒屋 客室係 60以下 231～ 256
営業係 60以下 147～ 188

全但バス㈱ バス運転手 不問 183～ 184
事務員 35以下 149～ 167

ケービックス㈱ 業務リーダー 不問 170～ 230
㈱湯村温泉愛宕山観光 調理師見習 45以下 135～ 170
社会福祉法人春来福祉会
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 157～ 177
看護師 不問 152～ 245

㈱寿荘
フロント 59以下 150～ 200
事務職 59以下 132～ 150
客室係 不問 198～ 242

㈱光商会 スタンド業務 不問 140～ 200
井上自動車整備㈱ 自動車整備士 35以下 130～ 170
㈲但馬ビーフはまだ 営業 35以下 150～ 380
居酒屋……〇が家 調理補助 40以下 163～ 182

アイアンドエフ・ビルディング㈱

レストランスタッフ 45以下 188～ 226
フロント 45以下 188～ 226
調理業務 45以下 222～ 246
客室清掃 不問 188～ 226

㈱朝野家 客室係 59以下 225～ 245

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 790～ 2,100
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18以上 750～ 1,000

（浜坂地域）
㈱隆栄水産 販売補助 不問 800～ 950

㈱マルワ渡辺水産
レジ係 不問 950～ 1,000
レジ係 不問 750～ 850
配達業務 不問 900～ 1,000

㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850～ 1,500
㈱トヨダ 販売員 18以上 749～ 1,049

㈱コメリ 販売員 不問 800
販売員 不問 750～ 780

㈱マル海渡辺水産

販売員 不問 750～ 1,000
販売員 不問 1,000
フロアースタッフ 不問 750 ～ 1,000
フロアースタッフ 不問 1,000
調理補助 不問 750～ 1,000
事務員 不問 800～ 1,000

ゴダイ㈱ 販売員 不問 750
㈱北兵庫 運転手 不問 750

㈱メフォス 給食調理補助 59 以下 750
病院給食調理補助 59 以下 750

杉本生花店 販売員 35以下 749～ 780
（温泉地域）
㈱エミュー エステ業務 18 以上 800～ 900
㈱コメリ 販売員 不問 750

㈱井筒屋
料飲係 不問 950
施設係 不問 850
バンケット係 不問 950

湯快リゾート㈱
ナイトフロント 不問 800～ 1,000
レストランスタッフ 不問 800 ～ 1,125
洗い場スタッフ 不問 750～ 938

社会福祉法人徳和会　特別養護
老人ホームやすらぎの里

介護補助 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 910

ひょうたん 接客業務 不問 750 ～ 900
㈲但馬ビーフはまだ 精肉加工販売 不問 800 ～ 850

アイアンドエフ・ビルディング㈱
レストランスタッフ 不問 800 ～ 1,200
調理補助 不問 800 ～ 1,200
客室清掃 不問 800 ～ 1,200

ケービックス㈱ 清掃業務 不問 750 ～ 800
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 900 ～ 1,000
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広報しんおんせん（6月号）

―
農
業
委
員
会
情
報
№
88
―

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６

※
次
の
よ
う
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
転
用
面
積
が
２
０
０
㎡
未
満
の
農
業

用
施
設
は
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
で

可
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
後
号
で
詳

し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

②
４
ha
以
上
の
転
用
に
つ
い
て
は
農
林

水
産
大
臣
の
許
可
と
な
り
、
事
前
審

査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

農
地
転
用
に
は　
　
　
　
　

県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す

　

農
地
を
耕
作
以
外
の
目
的
で
利
用
す

る
場
合
、
つ
ま
り
農
地
に
区
画
形
質
の

変
更
を
加
え
て
、住
宅
地
や
事
業
用
地
、

道
路
、
山
林
等
に
転
換
す
る
場
合
（
農

地
転
用
）
に
は
県
知
事
の
許
可
が
必
要

で
す
。
こ
の
う
ち
、
土
地
所
有
者
が
自

ら
の
事
業
等
の
た
め
に
農
地
を
転
用
す

る
場
合
は
農
地
法
４
条
、農
地
の
売
買
・

貸
借
等
で
農
地
を
転
用
す
る
場
合
は
同

法
５
条
の
許
可
申
請
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
許
可
を
受
け
な
い
で
違
法
に
農

地
を
転
用
し
た
場
合
は
、
現
状
回
復
命

令
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
罰
則
規
定
（
3
年
以
下
の
懲
役
ま

た
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
）
の
適

用
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
農
地
の
転
用
関
係
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
地
転
用
の
主
な
許
可
基
準

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

①
市
街
地
に
近
接
し
て
い
る
農
地
や
生

産
性
の
低
い
農
地
で
あ
る
こ
と
。

②
事
業
実
施
に
必
要
な
資
力
及
び
信
用

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

③
近
隣
関
係
者
等
の
同
意
が
あ
る
こ

と
。

④
遅
滞
な
く
転
用
目
的
に
供
す
る
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
。

⑤
行
政
庁
の
許
認
可
等
が
必
要
な
場
合

に
、
そ
の
許
認
可
等
の
見
込
み
が
あ

る
こ
と
。

⑥
転
用
面
積
が
事
業
目
的
か
ら
見
て
適

正
規
模
で
あ
る
こ
と
。

⑦
農
地
転
用
に
よ
り
各
種
支
障
の
恐
れ

が
な
い
こ
と
。

　

▪…

土
砂
の
流
出
・
崩
壊
等
の
災
害

　

▪…

農
業
用
排
水
施
設
へ
の
支
障

　

▪
周
辺
農
地
へ
の
影
響

⑧
一
時
的
に
転
用
す
る
場
合
（
一
時
転

用
）
は
、
事
業
終
了
後
に
耕
作
に
供

さ
れ
る
こ
と
が
確
実
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

農
地
転
用
許
可
事
務
の
流
れ

①
申
請
書
の
締
切
は
、
新
温
泉
町
農
業

委
員
会
で
は
毎
月
10
日
（
休
日
の
場

合
は
翌
日
）
で
す
。

②
申
請
書
等
の
確
認
、
担
当
委
員
に

よ
る
現
地
調
査
を
経
て
、
毎
月
25
日

頃
に
開
か
れ
る
農
業
委
員
会
で
審
議

後
、
意
見
書
を
添
付
し
て
県
へ
進
達

し
ま
す
。

③
進
達
を
受
け
た
県
知
事
は
県
農
業
会

議
へ
諮
問
し
、
答
申
後
に
許
可
を
決

定
し
ま
す
。
許
可
書
の
交
付
は
翌
月

下
旬
に
な
り
ま
す
。

　
農
地
を
転
用
し
た
い
方
へ

　
農
地
法
手
続
ポ
イ
ン
ト
解
説 

②
「
第
４
条
、
第
５
条
」

農業者年金現況届
期限は６月 30 日

　

農
業
者
年
金
を
続
け
て
受
け
る
た
め
に
は
毎
年
１
回
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
の
用
紙
は
５
月
下
旬
に
農
業
者
年
金
基
金

か
ら
各
農
業
者
年
金
受
給
者
へ
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
経
営
移
譲
年
金
や
特
例
付
加
年
金
を
受
け
て
い
る
方
（
届

出
書
の
右
下
に
農
業
委
員
会
長
の
証
明
欄
が
あ
る
も
の
）
は
証
明
手

数
料
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。
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　５月８日、浜坂町漁業協同組合の船主組織「浜坂町機
船底びき網漁業協会」から地元で水揚げされる魚のおい
しさを知ってもらいたいと、町内小・中学校の学校給食
に 3,350 匹のハタハタを提供いただきました。
　この日は「ハタハタの南蛮漬け」が給食のメニューに
並び、浜坂東小学校の１年生教室（13 人）では、先生
がおかわりの希望を尋ねると、児童が元気よく手を挙げ、
大人気の様子でした。ハタハタを食べた児童は、「骨ま
でやわらかくて美味しかった」と笑顔で話していました。

子どもＮＧＯ「懐」が町長に被災地支援活動を報告

骨までやわらかい　学校給食でハタハタを味わう

　５月 17 日、子どもＮＧＯ「懐」のメンバー 15 人と
高森拓也代表が、役場を訪問し、昨年末に東日本大震災
の被災地で行った支援活動についてまとめた冊子を町長
に手渡しました。
　「懐」は、昨年 12月 28日から５泊６日の日程で宮城
県の被災地を訪れ、カニ汁の炊き出し支援などの活動を
実施。冊子には、今回の活動内容のほか、各参加者が支
援活動に取り組む姿とともに、現地の人々とのふれあい
の中で感じたことなどが綴られています。

　公立浜坂病院は５月 10日に浜坂のナカケー白川店で
「看護フェア」を開催しました。毎年５月 12 日の看護
の日にちなんで行っているもので、買い物の合間に多く
の人が訪れ、血圧測定や体内年齢、体脂肪率、筋力量な
どが分かる体組成測定の後、そのデータをもとに食生活
の改善や運動療法などのアドバイスを受けました。
　健康チェックを受けた男性は、「思っていたより良い
結果が出たが、食事のとり方などのアドバイスをもらい
参考になった」と話していました。

気軽に健康チェック　看護フェア

H25（2013）.6.13

広報しんおんせん（6月号）

　ゴールデンウイーク最初の３連休は、絶好の行楽日和
となり新緑に囲まれた但馬牧場公園は多くの家族連れで
にぎわいました。
　4月 28 日には「ひつじの毛刈り体験」が小動物舎前
の広場で行われました。この毛刈りは暑い夏を前に１年
かけてふさふさに生えた毛を刈り取る作業です。この日
は４歳の羊２頭の毛刈りを行い、約 40名の子ども達が
飼育員の手ほどきを受けながら電動バリカンで慎重に刈
り取っていきました。

ひと足はやく羊の衣替え
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春来椿山公園まつり

　５月 23日、諸寄観光協会が塩谷海水浴場で海の安全
祈願式を行い、諸寄海水浴場海開きが行われました。
　神事を終えると、海開きに駆けつけた明星認定こども
園の園児 25人が海に入り、水をかけあったりジャンプ
したりして水遊びを楽しみ、「水が冷たいけど、楽しい」
と大はしゃぎしていました。
　またこの日は、同海水浴場で神戸市立淡河中学校の生
徒が、地引き網漁の体験やカヌー、ローボートなどの海
洋体験を行っていました。

諸寄海水浴場海開き

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（6月号）

湯村の菖蒲綱　区民総出で編み上げ

　５月19日、「人づくり・地域づくり・自然と共生」をテー
マに「第 19回春来椿山公園まつり」が開催されました。
今年はあいにくの雨模様となり、旧春来小学校体育館で
の開催となりましたが、町内外から約４５０人の来場者
でにぎわいました。
　会場では春来地区特産の手打ちそばやとち餅などの販
売のほか、春来汁が無料で振る舞われました。また、ス
テージでは春来婦人会の踊りや毎年恒例のそばの早食い
競争が行われ、会場を盛り上げました。

　５月 29日、山陰海岸ジオパークの見どころを見学す
る「山陰海岸ジオパーク見学会」の第１回が開催されま
した。この見学会は６コースあり、この日は京丹後市の
立岩・鳴き砂コースで、23名が参加しました。
　参加者は山陰海岸ジオパーク館の谷本館長の解説を聞
きながら、国の天然記念物の琴引浜で鳴き砂体験をした
り、立岩の絶景や大成古墳、神明山古墳などを見学し、
海岸地形の成り立ちや京丹後市の文化・歴史について理
解を深めました。現在、第３回以降の参加者募集中です。

山陰海岸ジオパーク見学会始まる

　町指定民俗文化財の「湯村の菖蒲綱引き」は、湯村温泉
の開祖・慈覚大師への感謝と子ども達の健やかな成長を
願い、６月第１日曜日の湯村温泉まつりのメインイベン
トとして行われています。今年のまつり前日の６月１日、
温泉小学校校庭に区民約250人が集まり、菖蒲綱づくり
を行いました。長さ50ｍの縄185本を束ねたものを６
組準備。３組ずつ使用して、上組用、下組用に直径約
50㎝の綱を２本編み上げました。地域の子どもたちも
参加し、縄15本を使用した手綱作りを行っていました。
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H25（2013）.6.13

ご
案
内

広報しんおんせん（6月号）

浜
坂
先
人
記
念
館

ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
展

　

田
中
久
夫
さ
ん
（
諸
寄
）
と
寺
谷
敏

さ
ん
（
飯
野
）
が
育
て
た
ウ
チ
ョ
ウ
ラ

ン
約
１
８
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
22
日（
土
）～
24
日（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

川
越
澄
子　
　
　
　
　
　

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
展

　

川
越
澄
子
さ
ん（
浜
坂
）が
自
然
や
子

ど
も
な
ど
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
、
手
描

き
、
デ
ジ
タ
ル
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

の
イ
ラ
ス
ト
約
60
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き

　

６
月
26
日
（
水
）
～
７
月
17
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は

　

正
午
ま
で
）

※
会
場
は
い
ず
れ
も
浜
坂
先
人
記
念
館

―
問
合
せ
―　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

夢
ホ
ー
ル
利
用
支
援
事
業　
　

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ　

Ｈ
ｕ
ｌ
ａ

　
　

フ
ラ
ダ
ン
ス
発
表
会

　

新
温
泉
町
や
豊
岡
市
で
３
年
間
フ
ラ

ダ
ン
ス
を
頑
張
っ
て
き
た
「
新
温
泉
町

フ
ラ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
」
が
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

６
月
23
日（
日
）午
後
２
時
～

　
（
開
場　

午
後
１
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
主
催

　

新
温
泉
町
フ
ラ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

※
こ
の
発
表
会
は
、
夢
ホ
ー
ル
を
身
近

な
施
設
と
し
て
有
意
義
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
町
内
の
団
体
等
に

無
料
で
お
貸
し
す
る
「
夢
ホ
ー
ル
利

用
支
援
事
業
」を
活
用
し
て
い
ま
す
。

▼
入
場
料　

５
０
０
円
（
自
由
席
）

※
小
学
生
以
下
無
料（
要
保
護
者
同
伴
）

▼
問
合
せ

▪
同
ク
ラ
ブ　

山
本
美
香
恵
代
表

　

℡
92
‐
１
７
２
０

▪
温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０

まち歩き案内所「松籟庵」１周年記念

蓄音器「懐かしの音色」鑑賞会
　まち歩きの案内とともに、約 200 年前に浜坂で
始まった針生産の歴史を紹介する松籟庵。100 年前
に製造された卓上蓄音器最初期の名器（宮沢賢治も
愛用）と浜坂蓄音器針が織りなす深みのある音楽を
鑑賞して、心癒してみませんか。（入場無料）
◆と　き　６月 27日（木）午後２時～
◆ところ　まち歩き案内所「松籟庵」

◆問合せ
　まち歩き案内所
　「松籟庵」℡ 80-1126

＊お楽しみ抽選会を、午
前 10 時～午後５時ま
で行っています。

＊来館者に、ささやかで
すがプレゼントを用意
しています。（数に限
りがあります。）

ぜひ、ご来館ください。
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お
知
ら
せ

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

６
月
20
日
（
木
）

◇
日
本
精
機
宝
石
工
業
㈱

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

◇
た
じ
ま
農
協
浜
坂
支
店

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
69

歳
の
方
（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
～

64
歳
の
間
に
献
血
を
し
た
方
）

▼
持
ち
物　

身
分
証
明
書
（
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
）、献
血
手
帳
（
お

持
ち
の
方
の
み
）

▼
問
合
せ……

健
康
福
祉
課……

健
康
推
進
係

　
（
す
こ
や
か
～
に
内
）
℡
99
‐
２
９
４
０

兵
庫
県
「
わ
が
家
の
耐
震　

改
修
促
進
事
業
」
制
度
改
正

　

４
月
23
日
か
ら
「
住
宅
耐
震
改
修
工

事
費
補
助
」
の
内
容
を
次
の
と
お
り
改

正
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

県
内
に
対
象
と
な
る
住
宅

を
所
有
し
、
所
得
が
１
，
２
０
０
万

円
以
下
の
県
民
の
方
（
個
人
）

▼
対
象
と
な
る
住
宅　

次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
住
宅
（
共
同
・
賃
貸
住

宅
及
び
店
舗
等
併
用
住
宅
を
含
む
）

①
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ

れ
た
も
の

②
違
反
建
築
物
で
な
い
も
の

③
耐
震
診
断
の
結
果
、
次
の
耐
震
基
準

を
満
た
す
も
の

◇
木
造
住
宅　

総
合
評
点
１
・
０
未
満

◇
非
木
造
住
宅

▪
鉄
筋
ま
た
は
鉄
骨
鉄
筋
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
（
１
次
診
断
）

　

構
造
耐
震
指
標（
ls
）が
０
・
８
未
満

▪
右
記
以
外　

ls
が
０
・
６
未
満

④
県
住
宅
再
建
共
済
制
度
に
加
入
し
て

い
る
も
の
ま
た
は
加
入
す
る
も
の

▼
補
助
額

◇
戸
建
住
宅　

対
象
費
用
の
３
分
の
１

以
内
（
限
度
額　

80
万
円
。
耐
震
診

断
の
評
点
が
０
・
７
未
満
の
木
造
住

宅
の
場
合
、
93
万
３
千
円
）

◇
共
同
住
宅　

対
象
費
用
の
２
分
の
１

以
内
（
限
度
額　

40
万
円
／
戸
に
戸

数
を
乗
じ
た
額
）

※
補
助
対
象
費
用
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

兵
庫
県
県
土
整
備
部

　

建
築
指
導
課　

防
災
耐
震
係

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
４
３
４
０

兵
庫
県
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

県
で
は
、
防
災
・
減
災
に
役
立
つ
情

報「
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
大
雨

等
に
備
え
て
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
平
時
の
特
徴
等

①
５
つ
の
自
然
災
害
（
洪
水
、
土
砂
災

害
、
津
波
、
高
潮
、
た
め
池
災
害
）

の
浸
水
エ
リ
ア
や
危
険
個
所
、
避
難

に
必
要
な
情
報
を
表
示（
郵
便
番
号
、

主
要
施
設
、地
図
等
で
簡
単
に
検
索
）

②
駅
や
公
共
施
設
等
の
主
要
地
点
に
お

い
て
、
災
害
危
険
度
の
イ
メ
ー
ジ
を

Ｃ
Ｇ
等
で
確
認

③
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
避
難
時
の
留
意

点
な
ど
学
ぶ
「
防
災
学
習
」
を
掲
載

④
作
図
機
能
を
用
い
、
地
域
の
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
が
可
能
（
文
字
、
線

等
を
用
い
、
地
域
毎
の
災
害
時
の
危

険
な
場
所
等
の
追
加
が
容
易
）

▼
災
害
時
の
特
徴
等

①
災
害
時
に
役
立
つ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情

報
（
雨
量
、
水
位
、
カ
メ
ラ
画
像
等
）

や
避
難
所
情
報
を
表
示

②
気
象
情
報
に
加
え
、
各
種
観
測
情
報

（
河
川
、
道
路
、
土
砂
災
害
、
潮
位
）

等
を
一
元
的
に
提
供

▼
ア
ク
セ
ス
方
法　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ト
ッ
プ
画
面
→
「
防
災
情
報
」
→

「
兵
庫
県
の
風
水
害
対
策
情
報
」

▼
問
合
せ　

兵
庫
県
県
土
整
備
部

　

技
術
企
画
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
９
２
４
８

美方広域消防本部・町消防団から火災予防について

「消すまでは  心の警報  ＯＮのまま」
　今年は、例年より火災が多く発生しています。
　あたながつけた火は、火災の危険が潜んでいる
ことを忘れないで、消すまで責任をもって管理し
ましょう。お出かけ前・お休み前には、もう一度
火元点検を行いましょう。
　　　　　ー問合せー
　美方広域消防本部　警防課
　　　　　℡ 92-0119

食品表示の「見張り番」

食品表示１１０番
　私たちがスーパーなどで購入する食品には、正
確な表示がなされていなければなりません。
　もし、疑問がある食品表示を見つけた時には、

「食品表示１１０番」へお電話ください。
　　　ー食品表示１１０番ー
　　  農林水産省　近畿農政局
　　　　豊岡地域センター
　　　  ℡（0796）-22-6109
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地
元
食
材
を
使
っ
た
グ
ル
メ
商
品
の
開
発
費
を
助
成
し
ま
す

町
地
域
資
源
活
用
促
進
事
業
補
助
金

　

特
産
品
の
消
費
拡
大
と
地
域
資
源
Ｐ

Ｒ
の
た
め
、
町
内
の
食
材
を
使
用
し
た

新
商
品
の
開
発
を
行
う
団
体
に
町
が
開

発
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
の
団

体
が
単
独
か
連
携
し
て
行
う
も
の

①
中
小
企
業
（
町
内
に
事
業
所
か
加
工

場
が
あ
る
こ
と
）

②
協
同
組
合

③
生
産
者
団
体
（
生
産
者
を
含
め
て
５

名
以
上
の
団
体
）

④
食
品
加
工
団
体
（
規
約
等
を
有
す
る

こ
と
）

▼
補
助
対
象
経
費　

新
商
品
の
開
発
ま

た
は
既
存
商
品
の
改
良
に
か
か
る
経

費
の
う
ち
次
の
も
の

　

専
門
家
へ
の
講
師
謝
金
、
交
通
費
、

原
材
料
費
、
機
械
設
備
費
（
一
定
の

制
約
あ
り
）、
使
用
料
（
機
械
リ
ー

ス
な
ど
）、
委
託
料
、
広
告
宣
伝
費

（
包
装
費
を
含
む
）、
事
務
雑
費
、
備

品
購
入　

な
ど

※
他
の
補
助
制
度
に
よ
り
実
施
す
る
事

業
は
、
本
補
助
金
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

▼
補
助
金
の
額
（
補
助
率
）

　

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

▼
補
助
金
上
限
額

①
商
品
開
発
型
事
業　

50
万
円

　
（
開
発
ま
た
は
改
良
を
行
う
事
業
）

②
新
規
起
業
型
事
業　

100
万
円

　
（
①
の
う
ち
、
新
規
に
事
業
開
始
を

行
う
も
の
）

※
申
請
手
続
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

―
問
合
せ
―

　

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
5
６
２
５

若
者
就
業
者
町
内
施
設
利
用
券

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

町
内
各
施
設
の
協
力
に
よ
り
、
地
元

に
定
住
し
就
職
さ
れ
た
若
者
に
対
し

て
、
町
内
施
設
利
用
券
「
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
発
行
し
ま
す
。

施
設
を
利
用
し
て
自
分
た
ち
の
町
の
魅

力
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
ま
ち
づ

く
り
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
35

歳
以
下
で
、
町
内
の
事
業
所
ま
た
は

通
勤
可
能
な
範
囲
の
事
業
所
に
就
職

し
た
方
で
、
次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
（
過
去
に
交
付
を

受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。）

①
若
者
新
卒
就
業
者
（
新
規
学
卒
者
で

就
業
し
た
方
）

②
若
者
Ｕ
タ
ー
ン
就
業
者

③
若
者
転
入
就
業
者

④
産
業
後
継
就
業
者

⑤
事
業
所
設
立
就
業
者

▼
内
容　

パ
ス
ポ
ー
ト
で
施
設
の
利
用

料
が
免
除
、
割
引
さ
れ
ま
す
。

◇
浜
坂
地
域　

七
釜
温
泉
「
ゆ
ー
ら
く

館
」、
但
馬
海
岸
遊
覧
船
、
ユ
ー
ト

ピ
ア
浜
坂
、
浜
坂
先
人
記
念
館
「
以

命
亭
」、浜
坂
海
岸
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

◇
温
泉
地
域　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

ゆ
む
ら
、
湯
村
温
泉
博
覧
館
「
夢
千

代
館
」、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
カ
ナ
ダ
（
一

部
自
己
負
担
あ
り
）、
但
馬
牧
場
公

園
リ
フ
ト
、
お
も
し
ろ
昆
虫
化
石
館

▼
手
続
き　

勤
務
先
事
業
主
の
証
明
し

た
施
設
利
用
券
交
付
申
請
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
先

▪
商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

▪
温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

商
工
観
光
課 

商
工
振
興
係

　
　
　
　

 

か
ら
お
知
ら
せ

新
規
学
卒
者
・
Ｕ
タ
ー
ン 

就
職
者
の
激
励
会

　

新
規
学
卒
者
及
び
Ｕ
タ
ー
ン
さ
れ
た

方
が
地
元
で
夢
と
希
望
を
持
っ
て
働

き
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
就
職
者
激
励
会
を
開

催
し
ま
す
。
情
報
交
換
、
交
流
の
場
と

し
て
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

６
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
と
こ
ろ　

　

新
温
泉
町
商
工
会
館
（
浜
坂
本
所
）…

▼
対
象
者　

35
歳
以
下
で
、
次
の
①
～

④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
の
方

①
新
規
学
卒
者

で
町
内
事
業

所
に
就
職
さ

れ
た
方
、
町

内
在
住
者
で
町
外
事
業
所
に
就
職
さ

れ
た
方

②
新
規
学
卒
者
で
事
業
後
継
者
ま
た
は

家
族
従
業
員
と
し
て
従
事
さ
れ
た
方

③
過
去
一
年
以
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
ま
た
は

転
入
し
、
町
内
・
町
外
事
業
所
に
就

職
ま
た
は
事
業
後
継
者
と
し
て
従
事

さ
れ
た
方

④
新
規
学
卒
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
ま
た
は
転

入
し
、
事
業
所
を
設
立
さ
れ
た
方

▼
内
容　

講
演
、
意
見
交
流
、
記
念
品

の
贈
呈

▼
申
込
期
限　

６
月
21
日（
金
）ま
で
に

商
工
観
光
課
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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外
国
人
雇
用
状
況
届
出
制
度

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
外
国
人
の
雇

用
環
境
の
改
善
に
向
け
て
事
業
主
に
対

し
て
助
言
や
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
の
雇
入
れ
及
び
離
職
の

際
に
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
届
出
が

必
要
で
す
。

▼
届
出
事
項　

氏
名
、
在
留
資
格
、
在

留
期
限
な
ど

※
在
留
資
格
が
「
外
交
」、「
公
用
」
以

外
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
特
別
永
住
者
は
届
出
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

絶
対
ア
カ
ン
！　
　
　
　

　

不
法
滞
在
・
不
法
就
労

　

就
労
目
的
で
来
日
し
て
い
る
外
国
人

は
依
然
と
し
て
多
く
、
不
法
に
就
労
す

る
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

効
率
的
に
金
銭
を
得
る
た
め
、
犯
罪
に

手
を
染
め
る
よ
う
に
な
る
者
も
お
り
、

取
締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、

外
国
人
の
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
を
な

く
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

美
方
警
察
署

　

℡
82
‐
０
１
１
０

募　

集

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
交
付
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
老
人
（
65
～
69
歳
）、

障
が
い
者
（
高
齢
重
度
障
が
い
者
）、

乳
幼
児
等
、
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給

者
証
（
緑
色
）
の
有
効
期
限
は
６
月
30

日
で
す
。

　

７
月
１
日
か
ら
新
し
い
受
給
者
証

（
桃
色
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
６
月
下

旬
に
郵
送
に
よ
り
更
新
交
付
し
ま
す
。

▼
問
合
せ

▪
健
康
福
祉
課　

国
保
医
療
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

▪
温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

明
治
の
水
路
と
高
丸
の
滝
散
策

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

明
治
３
年
に
完
成
し
、
現
在
も
水
力

発
電
に
利
用
さ
れ
て
い
る
水
路
と
、
落

差
約
40
ｍ
の
「
高
丸
の
滝
」
を
散
策
し

ま
す
。
ワ
サ
ビ
田
の
作
業
体
験
、
山
野

草
や
野
鳥
の
観
察
も
楽
し
め
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
小
雨
決
行
）

▼
集
合　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
、

長
靴　

な
ど

▼
参
加
費　

大
人　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生　

８
０
０
円

▼
募
集
人
数　

30
人
（
先
着
順
）

▼
後
援

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会

※
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
１
１
０
㎞
ウ

オ
ー
ク
認
定
イ
ベ
ン
ト

▼
申
込
み　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

平
成
25
年
度
人
権
問
題
文
芸
作
品

「
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」
募
集

　

人
の
優
し
さ
や
思
い
や
り
、
支
え
あ

う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
、
ま
た
、

人
権
文
化
の
創
造
や
人
権
課
題
の
解
決

に
向
け
て
明
る
い
展
望
を
持
っ
て
描
か

れ
て
い
る
文
芸
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

９
月
10
日
（
火
）

▼
応
募
資
格　

県
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方

▼
募
集
内
容　

詩
、
随
想
（
手
記
、
作

文
を
含
む
）、
小
説
、
創
作
童
話

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を
含
む
未
発

表
、
未
投
稿
の
自
作
作
品
に
限
る
。

字
数
制
限
あ
り
。

▼
問
合
せ　
（
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓

発
協
会
「
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」
係

　

℡
（
０
７
８
）
２
４
２
‐
５
３
５
５

学
校
給
食
試
食
会
を　
　

　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　

学
校
給
食
や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
取
組

に
つ
い
て
、
理
解
、
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
学
校
給
食
試
食
会
を
実

施
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
19
日
（
金
）

　

午
前
11
時
～
午
後
１
時（
約
２
時
間
）

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
中
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

　
（
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
２
階
）

▼
対
象　

町
民

▼
内
容　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要
説

明
、
献
立
の
説
明
、
給
食
の
試
食

▼
献
立　

鶏
五
目
ご
は
ん
、
キ
ス
の
香

味
揚
げ
、三
尾
産
わ
か
め
の
酢
の
物
、

玉
ね
ぎ
の
み
そ
汁
、
り
ん
ご
、
牛
乳

▼
定
員　

１
０
０
人
（
受
付
順
）

▼
試
食
費　

２
６
０
円
（
当
日
支
払
）

▼
申
込
方
法　

７
月
５
日
（
金
）
ま
で

に
、
浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
電

話
で
申
込
み
。

▼
そ
の
他

▪
食
材
の
都
合
上
、
申
込
期
限
後
の

キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ

　

浜
坂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

℡
82
‐
１
３
９
７
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さ
と
の
空
き
家
活
用
支
援

事
業
募
集

　

県
で
は
、
特
に
空
き
家
率
が
高
い
農

山
村
部
（
多
自
然
地
域
）
の
一
戸
建
て

木
造
を
対
象
に
、
空
き
家
へ
の
居
住
に

向
け
た
水
回
り
等
の
改
修
工
事
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
応
募
受
付
期
間

◇
１
次
募
集　

７
月
31
日
（
水
）
ま
で

◇
２
次
募
集　

８
月
１
日
（
木
）
～

　

９
月
30
日
（
月
）

※
１
次
募
集
で
予
算
額
を
超
え
た
場
合

は
２
次
募
集
を
行
い
ま
せ
ん
。

▼
対
象
地
域　

県
内
の
多
自
然
地
域
内

※
多
自
然
地
域
：
都
市
計
画
法
で
定
め

る
市
街
化
区
域
、
緑
豊
か
な
地
域
環

境
の
形
成
に
関
す
る
条
例
で
定
め
る

ま
ち
の
区
域
、
歴
史
的
な
町
の
区
域

等
を
除
い
た
地
域

▼
対
象
住
宅　

次
の
要
件
全
て
に
合
致

す
る
住
宅

◇
木
造
在
来
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
た

一
戸
建
て
の
住
宅

◇
老
朽
度
や
実
用
性
か
ら
、
現
在
の
生

活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
な
い
水
回
り
設

備
等
の
改
修
工
事
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
住
宅

◇
10
年
以
上
居
住
す
る
こ
と
が
明
ら
か

な
住
宅

▼
補
助
対
象
者

◇
空
き
家
に
居
住
し
よ
う
と
す
る
方

◇
空
き
家
を
所
有
し
、
賃
貸
住
宅
と
し

て
活
用
し
よ
う
と
す
る
方

▼
補
助
対
象
経
費　

台
所
、
浴
室
、
便

所
（
対
象
が
い
ず
れ
か
で
も
可
）
の

改
修
工
事
費
（
改
修
に
伴
い
必
要
と

な
る
内
装
及
び
外
装
の
改
修
含
む
。）

▼
補
助
率　

対
象
工
事
費
の
３
分
の
１

▼
補
助
金
上
限
額

文
芸
誌「
し
ん
お
ん
せ
ん
第
７
号
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
品
募
集

　

新
温
泉
町
文
化
協
会
で
は
短
詩
型
文

芸
作
品
集
「
し
ん
お
ん
せ
ん
第
７
号
」

の
掲
載
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち

▼
申
込
先　

役
場
商
工
観
光
課

▼
問
合
せ

▪
役
場
商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

　

℡
82
‐
５
６
２
５

▪
兵
庫
県
県
土
整
備
部　

住
宅
政
策
課

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

　

内
線
（
４
６
４
１
）

し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
作
品　

俳
句
、
川
柳
（
各
５
句

ま
で
）、
短
歌
（
５
首
ま
で
）、
五
行

歌
（
２
句
ま
で
）、詩
・
エ
ッ
セ
イ
（
各

８
百
字
以
内
）
な
ど

▼
参
加
費

　

1
編
に
つ
き
１
，
０
０
０
円

▼
応
募
期
限　

７
月
11
日
（
木
）

▼
発
行　

９
月
下
旬
予
定

※
参
加
者
に
は
１
冊
進
呈
し
ま
す
。

※
１
冊
５
０
０
円
で
販
売
も
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

町
文
化
協
会
事
務
局

▪
浜
坂
公
民
館　

℡
82
‐
４
３
３
９

▪
温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

対
象
工
事
費

上
限
額

　

百
万
円
以
上
２
百
万
円
未
満

50
万
円

２
百
万
円
以
上
３
百
万
円
未
満

75
万
円

３
百
万
円
以
上

百
万
円

＊　人権セミナー年間計画　＊
開催日 会場 テーマ 演題、講師等

7/3
（水）

浜坂多目的
　　集会施設 人種差別

「魅せられた解放魂
　～融合するジャズの精神を歌う～」
　新温泉町出身 JAZZ ボーカリスト
　　　　　　　　　　ｎａｏさん

8/10
（土） 夢ホール 人権シン

ポジウム

◇新温泉町人権を考えるつどい◇
「人権文化の花咲く新温泉町へ

　～手と手をつなぐ人権尊重の
　　　　　　　　　まちづくり～」

9/3
（火）

浜坂多目的
　　集会施設

情報と
　　人権

「子どもを守るために早めに
　　　　　　知りたい情報と人権」
　情報セキュリティサポーター
　　　　　　　　　篠原嘉一さん

10/3
（木） 町民センター 企業と

　　人権

「廃校を活かした人権尊重の
　　　　　　　　　　企業づくり」
　オーシスマップ（養父市）
　　　　　　　　　大林賢一さん

11/6
（水）

浜坂多目的
　　集会施設 同和問題

「長年、同和教育に携わるなかで…」
　新温泉町人権教育協議会顧問
　　　　　　　　　田邊忠司さん

12/4
（水） 町民センター 人権全般

「東日本大震災のボランティア活動で
　　　　　　　　　　　　学んだこと
　～日常のつながりが人権尊重の
　　　　　　　　　心をつなぐ～」
　元高等学校教諭　丸山茂樹さん

◆時　　間　午後７時～８時 30分
　　　　　　※ 8/10 は午後１時 30分～３時 30分
　　　　　　※ 9/……3 は午後３時～４時 30分
◆募集対象　町内在住・在勤の方
◆募集人員　80名程度
◆受 講 料　無料
◆応募期限　６月 28日（金）※期限後も随時受付
◆修 了 証　４回以上参加された方には、修了証をお
　　　　　渡しします。

◆申 込 み　生涯教育課　℡ 82-5629

平成25年度

人権セミナー 受講生募集中
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網戸、障子の張り替え・家具の配置換え・家内外の掃除・簡単な補修仕事・パソ
コンの設定・文章の打ち込み等、すべて一時間 1,500 円でご利用いただけます。[ 新

温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料代　1km × 30 円や、材料費等は別途金額となります。
（軽トラック使用料、草刈り機レンタル料　1 日 3,000 円）] 　事前予約をお願い致します。（お見積もり無料）

＊昨今のガソリン代高騰のため、燃料代が上がりました。
お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　熊本、池上
　担当者直通電話　080-1908-5829　

【広告】
ご愛顧いただき、ありがとうございます。

買い物、病院等への外出の付き添い・墓掃除・草抜き・草刈り・枝きり・

第
15
回「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち

づ
く
り
賞
」受
賞
候
補
募
集

　

県
で
は
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
制
定
し
、
県
民
の
参
画
と
協
働
に
よ

り
〝
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
〟
を

進
め
て
お
り
、
平
成
11
年
度
に
創
設
し

た
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」

を
本
年
度
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

優
れ
た
ま
ち
な
み
や
建
築
物
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
進
め
て
い
る
団
体
や
個

人
を
自
推
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

広
く
推
薦
を
お
願
し
ま
す
。

▼
賞
の
部
門

◇
ま
ち
な
み
建
築
部
門　

安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
と
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
り
、
魅
力
と
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り

◇
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門　

花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
、
環
境
と
共
生
す

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
、
魅
力
と
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
、
自
立
と
連

携
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

▼
推
薦
方
法　

推
薦
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
、
写
真
・
図
面
等
を
貼
付
の

う
え
、郵
送
、持
参
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
推
薦
用
紙
は
、
県
民
局
ま
ち
づ
く
り

建
築
課
、
役
場
建
設
課
で
入
手
で
き

ま
す
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/

w
d20/w

d20_000000008.htm
l

▼
受
付
期
限　

７
月
12
日
（
金
）
ま
で

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
問
合
せ　

兵
庫
県
都
市
政
策
課

　

都
市
政
策
係

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

　
（
内
線
４
６
６
９
）

第
15
回
但
馬
ド
ー
ム
杯　
　
　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ　

　

交
流
大
会
参
加
者
募
集

▼
予
選
ラ
ウ
ン
ド
（
各
日
２
８
８
人
）

◇
と
き　

６
月
26
（
水
）
～
28
日
（
金
）

▼
決
勝
ラ
ウ
ン
ド

◇
と
き　

７
月
12
日
（
金
）

※
予
選
ラ
ウ
ン
ド
上
位
２
１
５
位
ま
で

▼
開
会
式　

各
日
午
前
９
時
50
分
～

※
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

　
（
昼
食
弁
当
代
含
む
。
決
勝
ラ
ウ
ン

ド
は
、
別
途
参
加
費
が
必
要
）

▼
会
場
・
問
合
せ　

県
立
但
馬
ド
ー
ム

　

℡
（
０
７
９
６
）
45
‐
１
９
０
０

海
上
保
安
庁
職
員
募
集

（
有
資
格
者
対
象
）

▼
受
付
期
限　

７
月
８
日
（
月
）
ま
で

▼
採
用
予
定
日

　

平
成
26
年
１
月
１
日
（
水
）

▼
募
集
対
象　

資
格
を
有
す
る
船
艇
職

員
、
無
線
従
事
者
、
航
空
機
職
員

※
申
込
方
法
、
資
格
、
採
用
条
件
等
の

詳
細
は
、
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp/

▼
問
合
せ　

香
住
海
上
保
安
署

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
４
９
９
９

日
韓
交
流
活
動　
　
　
　

初
級
韓
国
語
講
座
参
加
者
募
集

　

韓
国
の
南
ソ
ウ
ル
大
学
生
が
６
月
25

日
か
ら
３
日
間
滞
在
し
、
海
岸
清
掃
活

動
と
町
内
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
交
流
活
動
と
し
て
同
大
学
の
安
教

授
と
日
本
語
科
専
攻
の
学
生
を
交
え
た

初
級
韓
国
語
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
25
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～
７
時

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限　

６
月
21
日
（
金
）

▼
参
加
費　

無
料

　

※
講
座
後
の
歓
迎
会
に
参
加
の
場
合

は
、
５
０
０
円
必
要

▼
申
込
み　

町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係
）

　

℡
82
‐
５
６
２
５
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編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

うぶごえ

ご結婚おめでとう

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

4 月 16 日～ 5 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

住　所 夫婦の氏名 届出日

住　所 氏　　名 保護者 出生日

町県民税  第１期
納期限　７月１日（月）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。

税務課　℡ 82-3113

●まちのうごき●　
　6月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,124 人 （－ 14）

　男 7,685 人 （－ 15）

　女 8,439 人 （＋   1）

世帯数 5,851 世帯 （＋   8）

ゴルフ場利用税は
県や市町の貴重な財源です！
　ゴルフ場利用税の額はゴルフ場の規模、利
用料金等を基準に、１人１日あたり 300 円～
1,200 円です。税収の 10 分の７は、ゴルフ場
所在の市町に交付され、地域の振興に重要な
役割を果たしています。

　豊岡県税事務所　課税第２課
　℡（0796）26-3631


